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津和野〜萩間が便利になります

し
ろ
魚
料
理

３
月
７
日
（
日
）

道
の
駅「
萩
し
ー
ま
ー
と
」

春
は
新
酒
の
完
成
時
期

萩
の
酒
ま
つ
り

３
月
20
日
（
祝
）

千
春
楽
味
楽
亭
（
堀
内
）

２
万
５
０
０
０
本
の
椿
が
見
頃

萩
・
椿
ま
つ
り

３
月
21
日
（
日
）
ま
で

笠
山
椿
群
生
林

主
な
催
し　
椿
見
ど
こ
ろ
案
内
人
に
よ

る
案
内
（
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
。
土

曜
・
日
曜
日
・
祝
日
は
会
場
で
受
付
、

無
料
。
平
日
は
予
約
制
）

【
土
曜
・
日
曜
日
・
祝
日
の
み
】
椿
の

苗
木
・
椿
グ
ッ
ズ
・
特
産
品
販
売
（
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
）、
抹
茶
席
（
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
）、
郷
土
芸
能
披

露
（
午
前
11
時
、
午
後
１
時
30
分
）

【
会
場
ま
で
の
交
通
】
越
ヶ
浜
市
営
駐

車
場
か
ら
、
明
神
池
上
駐
車
場
を
経
由

す
る
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行

問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
課

（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
９
）

　
３
月
か
ら
萩
市
内
の
料
理
店
で
早
春

の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
登
場
し
ま
す
。

【
食
べ
ら
れ
る
店
】
あ
じ
ろ
、
あ
す
か

亭
、
い
す
ず
、
小
倉
、
す
し
喜
、
鈴
豊
、

た
に
し
、
千
代
、
萩
っ
子
、
萩
八
百
鶴
、

ホ
テ
ル
田
中
屋
、
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
、
嫁
な
喜

荘
、
れ
す
と
ら
ん
中
村
、
わ
ら
じ
他

問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
協
会

（
０
８
３
８・２
５・１
７
５
０
）

萩
の
イ
ベ
ン
ト
で
春
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
下
関
か
ら
萩
を
経
由
し
津
和

野
ま
で
、
乗
り
か
え
な
し
の
オ

ー
プ
ン
カ
フ
ェ
タ
イ
プ
の
展
望

列
車
（
４
両
編
成
）
で
す
。

■
料
金
（
片
道
）　

全
席
指
定

２
１
３
０
円

■
所
要
時
間　
１
時
間
55
分

■
上
り　
下
関
発
９
時
10
分
〜

東
萩
11
時
30
分
〜
津
和
野
13
時

25
分
着

■
下
り　
津
和
野
発
14
時
12
分

〜
東
萩
16
時
２
分
〜
下
関
18
時

30
分
着

主
な
催
し　
で
き
た
て
の
日
本
酒
を
使

っ
た
利
き
酒
競
技
会
（
午
後
３
時
〜
４

時
）、
萩
の
特
産
品
を
肴
に
し
た
「
酒

と
肴
を
楽
し
む
会
」（
午
後
４
時
〜
）

会　

費　
【
前
売
券
】
男
性
３
０
０
０

円
、
女
性
２
５
０
０
円　
【
当
日
】
男

性
３
５
０
０
円
、
女
性
３
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ　

萩
市
商
工
課

（
０
８
３
８・２
５・３
１
０
８
）

し
ろ
魚
ま
つ
り

２
月
20
日
か
ら
し
ろ
魚
漁
開
始

■
「
ク
リ
ッ
パ
ー
オ
デ
ッ
セ
イ
」

４
月
21
日（
水
）か
ら
６
月
17
日（
木
）

に
か
け
て
計
７
回
の
入
港

　

バ
ハ
マ
船
籍
で
、
乗
客
は
外
国

人
。
総
ト
ン
数
５
２
１
８
ｔ
。
定
員

１
２
０
人
。

■
「
に
っ
ぽ
ん
丸
」

４
月
29
日
（
祝
）
入
港

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
日
本
一
周

ク
ル
ー
ズ
で
初
め
て
萩
に
入
港
す
る

予
定
。
商
船
三
井
客
船
（
株
）
所
有
。

総
ト
ン
数
２
万
１
９
０
３
ｔ
。
定
員

５
３
２
人
。

■
「
飛
鳥
」
５
月
４
日
（
祝
）
入
港

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
日
本
一

周
・
韓
国
ク
ル
ー
ズ
で
、
昨
年
に
続

き
３
回
目
の
入
港
予
定
。
郵
船
ク
ル

ー
ズ
客
船
（
株
）
所
有
。
総
ト
ン
数

２
万
８
８
５
６
ｔ
。定
員
５
９
２
人
。

海からの観光

大型客船が次々と来萩

■
そ
の
他
停
車
駅　
厚
狭
、
美
祢
、
長

門
湯
本
、
長
門
市
、
萩
、
益
田

■
運
転
日　
３
月
20
日
〜
６
月
27
日
の

土
・
日
曜
日
、
祝
日

※
３
月
20
日
〜
４
月
４
日
、
４
月
28
日

〜
５
月
５
日
は
毎
日
運
行

問
い
合
わ
せ　

Ｊ
Ｒ
東
萩
駅

（
０
８
３
８・２
２・０
２
７
１
）

　
１
日
１
往
復
か
ら
２
往
復
に
増
便
さ

れ
、
時
間
も
約
70
分
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

■
料
金
（
片
道
）　
２
０
８
０
円

■
東
萩
駅
発
（
９
時
15
分
、
13
時
30
分
）

■
津
和
野
バ
ス
セ
ン
タ
ー
発
（
10
時
57

分
、
15
時
57
分
）

■
運
転
日　
３
月
20
日
か
ら
の
土
・
日

曜
日
、
祝
日
。
※
春
・
夏
休
み
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
毎
日
運
行

問
い
合
わ
せ　

防
長
交
通

（
０
８
３
８・２
２・３
８
１
１
）

イベント情報は、萩ポータルサイト「萩・情報の駅」http://www.city.hagi.yamaguchi.jp/portal/ でも見ることができます。

　
　
４
月
９
日
（
金
）
〜
11
日
（
日
）

　
　
萩
し
ー
ま
ー
と
及
び
漁
港
周
辺

主
な
催
し　

朝
獲
れ
の
鮮
魚
即
売
会
、

萩
ブ
ラ
ン
ド
魚
の
お
刺
身
の
無
料
試

食
、
マ
グ
ロ
な
ど
大
型
魚
の
解
体
即
売

問
い
合
わ
せ　

萩
し
ー
ま
ー
と

（
０
８
３
８・２
４・４
９
３
７
）

　
　
５
月
１
日
（
土
）
〜
５
日
（
祝
）

　
　
萩
市
民
体
育
館

問
い
合
わ
せ　

萩
商
工
会
議
所

（
０
８
３
８・２
５・３
３
３
３
）

　
　
５
月
３
日
（
祝
）・
４
日
（
祝
）

　
　
萩
城
跡
指
月
公
園

　
　
５
月
８
日
（
土
）
〜
23
日
（
日
）

　
　
か
ん
き
つ
公
園

　
　
５
月
17
日
（
月
）
〜
23
日
（
日
）

　
　
市
内
各
地

問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
課

（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
９
）

　
　
５
月
23
日
（
日
）

　
　
萩
市
浜
崎
地
区

問
い
合
わ
せ　
萩
市
ま
ち
な
み
対
策
課

（
０
８
３
８・２
５・３
２
３
８
）

萩
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

浜
崎
伝
建
お
た
か
ら
博
物
館

萩
・
夏
み
か
ん
ま
つ
り

Ｊ
Ｒ
快
速「萩

・
津
和
野
号
」

防
長
バ
ス
「
特
急
つ
わ
の
号
」

春
の
お
魚
ま
つ
り

萩
焼
ま
つ
り

萩
・
大
茶
会



　
毛
利
輝
元
公
の
銅
像
が
国
指
定
史

跡
萩
城
跡
（
萩
市
掘
内
）
に
建
立
さ

れ
、
11
月
10
日
に
除
幕
式
を
行
う
こ

と
が
決
ま
り
、
銅
像
の
ひ
な
型
が
公

開
さ
れ
ま
し
た
。

　
毛
利
輝
元
公
銅
像
建
立
実
行
委
員

会
（
会
長
：
刀
禰
勇　
萩
商
工
会
議

所
会
頭
）
の
主
催
で
、除
幕
日
は
「
萩

博
物
館
」
が
オ
ー
プ
ン
す
る
11
月
11

日
の
前
日
と
な
り
ま
す
。

　
銅
像
は
あ
ぐ
ら
姿
の
輝
元
公
が
右

手
に
扇
子
、
左
手
に
は
腰
に
差
し
た

刀
を
握
り
、
た
て
・
よ
こ
各
１
３
０

㎝
で
、１
７
０
㎝
の
台
座
と
合
わ
せ
、

高
さ
約
３
ｍ
の
大
き
さ
。

　
設
置
場
所
は
、
か
つ
て
二
の
丸
南

門
が
あ
っ
た
指
月
駐
車
場
か
ら
城
内

に
向
か
う
石
垣
付
近
で
、
現
在
は
道

路
敷
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
制
作
は
京
都
長
州
藩
邸
跡
（
現
京

都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
）
の
桂
小
五
郎

像
や
高
知
県
北
川
村
の
中
岡
慎
太
郎

像
な
ど
の
作
品
を
手
掛
け
た
、
日
展

評
議
員
の
江え
り里

敏と
し
あ
き明

氏
（
京
都
市

在
住
、
56
歳
）
が
当
た
り
ま
す
。
江

里
氏
は
今
回
防
府
毛
利
報
公
会
所
蔵

の
「
毛
利
輝
元
公
肖
像
」
を
モ
デ
ル

に
ひ
な
型
（
４
分
の
１
の
大
き
さ
）

を
作
成
、
現
在
は
実
際
に
建
立
す
る

像
を
制
作
し
て
い
ま
す
。

毛
利
輝
元
公
銅
像
、
萩
城
跡
に
建
立
へ

萩開府４００年記念事業

11
月
10
日
に
除
幕
式

　
美
し
い
花
を
通
じ
て
全
国
11
都
市
の

市
町
村
と
交
流
を
深
め
る
フ
ラ
ワ
ー
都

市
交
流
連
絡
協
議
会
の
総
会
・
交
流
会

が
４
月
11
日
か
ら
２
日
間
、
萩
市
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
総
会
開
催
後
、
安
達
瞳
子
氏
（
花
芸

安
達
流
主
宰
）
を
講
師
に
迎
え
、
記
念

講
演
会
や
、「
我
が
ま
ち
紹
介
」
と
題

し
た
交
流
会
等
が
開
催
さ
れ
、
翌
12
日

に
は
笠
山
椿
群
生
林
ほ
か
市
内
各
地
を

視
察
し
ま
す
。

■
加
盟
都
市　
萩
市
（
つ
ば
き
）

北
海
道
中
富
良
野
町（
ラ
ベ
ン
ダ
ー
）

山
形
県
長
井
市
（
あ
や
め
）

福
島
県
須
賀
川
市
（
ぼ
た
ん
）

富
山
県
砺
波
市
（
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
）

福
井
県
武
生
市
（
き
く
）

静
岡
県
下
田
市
（
す
い
せ
ん
）

岐
阜
県
大
野
町
（
ば
ら
）

兵
庫
県
宝
塚
市
（
す
み
れ
）

福
岡
県
久
留
米
市
（
つ
つ
じ
）

鹿
児
島
県
和
泊
町
（
ゆ
り
）

作成された
銅像のひな形

建立予定地

全国フラワー
都市交流会

天守閣跡

指月駐車場

　
萩
を
訪
れ
る
多
く
の
観
光
客
に
「
江

戸
時
代
の
地
図
が
そ
の
ま
ま
使
え
る
ま

ち
」
を
実
感
し
て
も
ら
お
う
と
、
萩
市

は
、「
萩
城
下
町
絵
図
〜
古
地
図
で
歩

く
萩
の
町
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

　
萩
に
は
毛
利
藩
政
期
２
６
０
年
間
に

形
成
さ
れ
た
城
下
町
の
た
た
ず
ま
い
が

都
市
遺
産
と
な
っ
て
今
日
ま
で
継
承
さ

れ
、
点
や
線
で
は
な
く
面
と
し
て
今
な

お
色
濃
く
残
っ
て
お
り
、「
江
戸
時
代

の
地
図
が
そ
の
ま
ま
使
え
る
ま
ち
」
と

萩
城
城
下
町
絵
図
〜
古
地
図
で
歩
く
萩
の
町
〜

見
開
き
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
発
行

な
っ
て
い
ま
す
。
更
に
、
そ
の
傍
ら
で

近
世
そ
の
ま
ま
の
空
間
が
市
民
に
よ
っ

て
住
み
こ
な
さ
れ
、
い
た
る
所
に
息
づ

い
て
い
る
こ
と
こ
そ
、
優
れ
た
「
都
市

遺
産
」
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
約
１
５
０
年
前
に

描
か
れ
た
「
萩
城
下
町
絵
図
」（
萩
市

の
大
津
友
一
さ
ん
所
有
）
を
基
に
、
そ

の
上
に
現
在
の
道
路
、
主
な
史
跡
を
表

示
し
た
も
の
を
記
し
、
現
代
の
町
筋
と

比
較
し
な
が
ら
散
策
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
ま
た
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
わ

か
り
や
す
い
よ
う
に
萩
城
城
下
町
、
堀

内
、
寺
町
、
浜
崎
の
４
地
区
の
拡
大
地

図
と
高
杉
晋
作
誕
生
地
や
菊
屋
家
住
宅

な
ど
名
所
旧
跡
の
写
真
を
掲
載
し
、
説

明
も
添
付
し
ま
し
た
。

定　
価　
２
０
０
円

販
売
所　
萩
市
観
光
課
、
萩
市
観
光
協

会問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
課

（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
９
）
へ

★
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
10
名
様
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
応
募
は
、
官
製
ハ
ガ
キ
で

〒
７
５
８
│
８
５
５
５　
萩
市
広
報
課

内　
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
プ
レ
ゼ
ン

ト
係
ま
で
。締
め
切
り
は
３
月
31
日（
消

印
有
効
）。



〜桜の通り抜け〜

　

関
西
の
春
は
お
水
取
り
で
始
ま
り
、

通
り
抜
け
で
終
わ
る
と
言
わ
れ
る
。
多

い
年
は
１
週
間
に
１
０
０
万
人
近
く
の

花
見
客
を
迎
え
る
と
い
う
造
幣
局
の
通

り
抜
け
を
提
唱
し
た
の
は
、
一
人
の
防

長
人
だ
っ
た
。

　
淀
川
（
現
在
の
大
川
）
右
岸
で
造
幣

局
の
建
設
工
事
が
始
ま
っ
た
の
は
明
治

元
（
１
８
６
８
）
年
11
月
の
こ
と
。
維

新
の
さ
中
、
日
本
の
首
都
が
大
阪
に
決

ま
り
か
け
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
可
能

性
が
ま
だ
残
る
段
階
で
、
造
幣
局
建
設

は
計
画
さ
れ
た
。
だ
か
ら
東
京
遷
都
後

も
、
当
初
の
予
定
ど
お
り
造
幣
局
は
大

阪
に
造
ら
れ
た
。
現
在
で
も
造
幣
局
は

大
阪
が
本
局
で
、
東
京
と
広
島
が
支
局

だ
。
こ
う
し
た
国
の
機
関
は
他
に
例
を

見
な
い
。

　

造
幣
局
が
開
局
し
た
明
治
４
年
４

月
、
煉
瓦
造
り
の
工
場
と
煙
突
の
周
囲

は
草
木
も
無
く
、
殺
風
景
こ
の
上
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
対
岸
の
桜
の
名
所
「
桜

ノ
宮
」
に
対
抗
し
て
構
内
に
桜
を
植

え
、
一
番
花
を
競
お
う
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　

こ
の
時
に
植
え
た
桜
の
若
木

が
、
見
ご
ろ
に
な
っ
て
い
た
明
治
16

（
１
８
８
３
）
年
４
月
、造
幣
局
長
（
第

10
代
）
の
遠
藤
謹
助
は
「
局
員
だ
け
の

花
見
で
は
、
も
っ
た
い
な
い
。
市
民
と

と
も
に
楽
し
も
う
で
は
な
い
か
」
と
、

桜
満
開
時
の
数
日
、
構
内
を
一
般
に
開

放
す
る
こ
と
を
提
案
。
こ
れ
が
き
っ
か

け
と
な

り
、
同
年
よ
り
総
門
（
現
在
の
南
門
付

近
）
か
ら
入
っ
て
川
岸
通
り
を
抜
け
、

柵
門
（
裏
門
）
へ
と
出
る
、
通
り
抜
け

が
始
ま
っ
た
。

　

提
案
者
の
遠
藤
は
長
州
藩
出
身
で
、

幕
末
に
は
井
上
馨
ら
と
と
も
に
、
イ
ギ

リ
ス
に
派
遣
さ
れ
た
秘
密
留
学
生
の
ひ

と
り
だ
。か
の
地
で
造
幣
技
術
を
学
び
、

明
治
・
日
本
に
も
た
ら
し
た
。
明
治
14

年
11
月
か
ら
26
年
６
月
ま
で
造
幣
局
長

を
つ
と
め
、
退
任
３
か
月
後
の
９
月
13

日
、
58
歳
で
没
し
て
い
る
。

　
造
幣
局
の
桜
は
品
種
が
多
い
だ
け
で

は
な
く
、
珍
し
い
里
桜
が
集
め
ら
れ
て

お
り
、
平
成
２
（
１
９
９
０
）
年
４
月

に
は
日
本
さ
く
ら
の
会
の
「
さ
く
ら
の

関西の萩

名
所
１
０
０
選
」
の
ひ
と
つ
に
選
ば
れ

た
。
こ
れ
を
記
念
し
、
庭
の
一
画
に
遠

藤
の
肖
像
画
の
レ
リ
ー
フ
を
は
め
込
ん

だ
、
通
り
抜
け
の
碑
が
建
立
さ
れ
、
そ

の
史
実
を
伝
え
て
い
る
。

　
な
お
敷
地
内
（
旧
正
門
内
）
に
は
現

在
の
小
野
田
市
出
身
で
、
遠
藤
の
後
任

の
造
幣
局
長
を
20
年
も
務
め
た
長
谷
川

為
治
の
胸
像
が
あ
る
。
長
谷
川
も
ま
た

桜
を
わ
が
子
の
ご
と
く
育
て
、
通
り
抜

け
を
一
大
名
所
に
し
た
功
労
者
と
し
て

た
た
え
ら
れ
て
い
る
。

（
平
成
16
年
１
月
11
日
付
朝
日
新
聞
山

口
県
内
版
「
関
西
の
防
長
⑪
」
よ
り
）

　
幕
末
維
新
史
研
究
家

   

一
坂　
太
郎
（
菊
川
町
在
住
）

毎
年
１
０
０
万
人
訪
れ
る
名
所
に
!!

▼遠藤の肖像をはめ込んだ通り抜けの由来碑
（大阪市北区天満）

▲花見見物に賑わう造幣局の通り抜け

大阪造幣局案内図

遠藤謹助提案きっかけ

造
幣
局



そ
れ
自
体
に
価
値
を
持
っ
て
い
る
の
で

す
。

　
私
の
会
社
も
「
ス
イ
ン
グ
ド
ア
」
と

い
う
強
い
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
持
っ
て
い

ま
す
。

　

萩
は
、「
萩
」
と
い
う
日
本
国
内
で

は
有
数
の
「
ブ
ラ
ン
ド
力
」
が
あ
り
ま

す
。
情
報
産
業
の
進
歩
と
交
通
手
段
の

短
縮
化
に
よ
り
、
世
界
は
身
近
な
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
単
に
日

本
国
内
だ
け
の
ブ
ラ
ン
ド
力
に
頼
る
の

で
は
な
く
、
ア
ジ
ア
の
中
の
「
萩
」
で

あ
り
、
世
界
の
中
で
の
「
萩
」
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
「
一
度
だ
け
の
萩
」に
な
ら
ず
、二
度
、

三
度
と
訪
ね
た
く
な
る
よ
う
な
「
萩
」

を
創
り
出
す
こ
と
で
す
。
リ
ピ
ー
タ
ー

の
な
い
「
遊
園
地
」
に
な
ら
ぬ
た
め
に

も
、
萩
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
生
か
し
、
単

に
静
か
な
、
美
し
い
、
老
人
達
の
想
い

出
の
町
に
し
な
い
こ
と
で
す
。

で
、
子
犬
が
家
か
ら
飛
び
出
し
て
く
る

シ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
あ
の
子
犬
が
通

り
抜
け
て
く
る
扉
で
す
。
少
子
化
が
進

み
、
高
齢
者
が
増
え
れ
ば
、
必
ず
「
ペ

ッ
ト
の
時
代
」
が
来
る
と
思
い
、
ペ
ッ

ト
が
自
由
に
出
入
で
き
る
扉
が
あ
れ
ば

便
利
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
中
国
に
も
９
年
前
に
上
海
・
深　
に

進
出
し
、
中
国
に
出
店
す
る
欧
米
の
ス

ー
パ
ー
に
、
ス
イ
ン
グ
ド
ア
や
レ
ジ
カ

ウ
ン
タ
ー
を
納
入
し
て
い
ま
す
。
す
べ

て
中
国
で
製
造
し
た
も
の
で
す
。

　
今
の
私
の
夢
は
、
日
本
、
中
国
、
ア

メ
リ
カ
を
結
ぶ
三
角
貿
易
に
よ
る
商
品

流
通
網
を
構
築
す
る
こ
と
で
す
。

　
私
は
毎
日
の
よ
う
に
、
通
勤
で
世
田

谷
の「
松
陰
神
社
」の
前
を
通
り
ま
す
。

悩
み
ご
と
が
あ
る
と
、
郷
里
の
大
先
輩

に
礼
拝
し
、
頼
み
ま
す
。
す
る
と
、
ど

う
い
う
わ
け
か
、
も
の
ご
と
が
う
ま
く

解
決
し
て
い
き
ま
す
。

　
私
の
会
社
は
、
南
に
10
分
歩
く
と
渋

谷
。
東
に
10
分
歩
く
と
原
宿
、
表
参
道

で
す
。
そ
こ
に
は
、
ル
イ・ヴ
ィ
ト
ン
、

シ
ャ
ネ
ル
、
グ
ッ
チ
、
セ
リ
ー
ヌ
な
ど

世
界
の
ブ
ラ
ン
ド
店
が
軒
を
連
ね
て
い

ま
す
。

　
日
本
の
景
気
は
ま
だ
ま
だ
良
く
な
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
ブ

ラ
ン
ド
店
は
、
大
変
盛
況
で
す
。「
ブ

ラ
ン
ド
力
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

　ズーム
　アップ  

玉
井
知
正

氏

（
東
京
都
世
田
谷
区
在
住　
63
歳
）

（
株
）
ユ
ニ
フ
ロ
ー
代
表
取
締
役
社
長

　
少
子
化
が
進
み
、
高
齢
化
社
会
に
な

る
か
ら
こ
そ
、
一
層
の
活
性
化
と
対
応

力
が
急
務
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
萩
開
府
四
百
年
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
明
治
維
新
の
頃
の
改
革
の

精
神
で
、先
輩
達
が
培
っ
て
く
れ
た「
ブ

ラ
ン
ド
」
を
、
し
っ
か
り
と
守
り
、
育

て
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
好
き
な
言
葉

サ
ム
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン

青
春
と
は
人
生
の
あ
る
期
間

　
で
は
な
く
、心
の
持
ち
か
た
を
言
う
。

と
き
に
は
、
20
歳
の
青
年
よ
り
も

　
　
　
　
60
歳
の
人
に
青
春
が
あ
る
。

年
を
重
ね
た
だ
け
で
人
は
老
い
な
い
、

　
理
想
を
失
う
と
き
初
め
て
老
い
る
。

（
抜
粋
）

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
34
年
萩
高
校
卒
（
11
期
生
）

平
成
２
年
か
ら
（
株
）
ユ
ニ
フ
ロ
ー　

代
表
取
締
役
社
長

平
成
７
年
か
ら
上
海
尤ユ
ニ
フ
ロ
ー

宜
福　
国　
貿

易
有
限
公
司　

董ト
ウ
ジ
チ
ョ
ウ
事
長

　

U
R
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ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
店
の
売
り
場

と
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
と
の
間
に
設
置
さ
れ

る
扉
が
あ
り
ま
す
。「
ス
イ
ン
グ
ド
ア
」

と
言
い
ま
す
。
私
の
会
社
は
、
こ
の
ド

ア
の
日
本
国
内
の
シ
ェ
ア
が
80
％
位
あ

り
ま
す
。
最
近
、
売
れ
て
き
た
も
の
に

「
ペ
ッ
ト
ー
る
」
が
あ
り
ま
す
。
今
、

日
産
自
動
車
の
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

私
の
会
社
も
「
ス
イ
ン
グ
ド
ア
」
と
い
う

強
い
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
持
っ
て
い
ま
す
。

萩
の
こ
と

萩

こ
れ
か
ら
の

私
の
近
況

　日本国内だけのブランド力に頼るのではなく、
アジアの中の「萩」であり、世界の中での「萩」
をアピールすることが必要…

▲ペット専用ドア「ペット
ーる」、写真の犬は玉井家
の愛犬「グッピー」

シ
エ
ン
チ
ェ
ン



　
早
春
を
告
げ
る
代
表
的
な
魚
が
「
し

ろ
う
お
」
で
す
。
桜
前
線
よ
り
約
１
か

月
早
く
、
九
州
方
面
の
河
川
河
口
部
を

皮
切
り
に
、
し
ろ
う
お
漁
の
便
り
が
日

本
列
島
を
南
か
ら
北
へ
北
上
し
ま
す
。

萩
で
し
ろ
う
お
の
遡
上
が
始
ま
る
の
は

２
月
の
中
下
旬
か
ら
。

　
萩
で
は
藩
政
時
代
か
ら
の
伝
統
漁
法

「
四
つ
手
網
」
で
遡
上
す
る
し
ろ
う
お

を
捕
獲
し
ま
す
。
四
つ
手
網
は
、
竹
で

組
ん
だ
枠
に
６
畳
大
の
極
細
目
の
網
を

張
り
、
川
底
に
沈
め
、
し
ろ
う
お
の
群

れ
が
通
過
す
る
の
に
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合

わ
せ
て
人
力
で
引
き
上
げ
る
素
朴
な
漁

法
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
萩
の
三
角

州
の
東
側
を
流
れ
る
松
本
川
の
河
口
部

に
、
何
隻
も
の
し
ろ
う
お
漁
の
船
が
浮

か
び
、
萩
な
ら
で
は
の
懐
か
し
い
情
景

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し・
・
・
・

ろ
う
お
と
し・
・
・
・

ら
う
お
は
よ
く
混
同

さ
れ
ま
す
が
、
全
く
別
の
魚
で
す
。

　
し
ろ
う
お
は
漢
字
で
「
素
魚
」
と
書 ▲しろうお（上）と　しらうお（下）

　
今
回
は
萩
を
代
表
す
る
名
産
品
「
夏

蜜
柑
丸
漬
」。
雑
誌
「
サ
ラ
イ
」
で
も

記
事
紹
介
さ
れ
た
老
舗
、
熊
谷
町
の
光

國
本
店
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
そ
の
製

造
工
程
を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
製
造
所
は
本
店
の
東
南
に
あ
る
建

物
、中
に
入
る
と
ほ
ん
の
り
甘
い
香
り
。

ち
ょ
う
ど
、
丸
漬
の
中
に
充
填
す
る
夏

橙
羊
羹
を
煮
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

製
造
所
内
に
は
機
械
類
は
全
く
存
在
せ

ず
、
５
日
間
か
か
る
製
造
工
程
の
す
べ

て
が
手
作
業
、
ま
た
各
行
程
で
使
用
す

る
道
具
類
も
、
長
年
の
工
夫
が
重
ね
ら

れ
た
手
製
。
ご
主
人
を
筆
頭
に
熟
練
の

職
人
さ
ん
の
手
で
、
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧

に
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。「
ど
れ
だ
け

頑
張
っ
て
作
っ
て
も
、
一
回
に
２
０
０

個
が
限
界
」、
そ
う
仰
っ
て
い
た
女
将

の
言
葉
も
、
一
連
の
手
作
業
を
拝
見
し

て
納
得
で
き
ま
し
た
。

萩
の
伝
統
産
業

●
萩
の
春
の
風
物
詩

し
ろ
う
お
漁
が
始
ま
り
ま
し
た

夏
蜜
柑
丸
漬

道
具
も
手
製
、

製
造
工
程
も
す
べ
て
手
作
業

夏蜜柑を固定する専用の台上
で、表皮を１㎜程度削って表
面をきれいにする。

▲皮むき

萩のしろうお

き
、
透
き
通
っ
た
ア
メ
色
の
体
色
と
腹

部
に
吸
盤
状
の
ヒ
レ
が
あ
る
こ
と
か
ら

判
る
よ
う
に
ハ
ゼ
に
近
い
仲
間
で
す
。

　
し
ら
う
お
は
「
白
魚
」
と
書
き
、
体

色
は
白
透
明
、
背
び
れ
と
尾
び
れ
の
間

に
、
サ
ケ
の
仲
間
特
有
の
脂
び
れ
が
あ

る
こ
と
で
、
容
易
に
判
別
で
き
ま
す
。

ま
た
普
通
、
踊
り
食
い
が
で
き
る
の
は

比
較
的
生
命
力
の
強
い
し
ろ
う
お
の
方

で
す
。
し
ろ
う
お
の
漁
期
は
２
月
下
旬

か
ら
３
月
下
旬
頃
ま
で
、
ち
ょ
う
ど
笠

山
椿
群
生
林
の
椿
ま
つ
り
の
期
間
と
重

な
り
ま
す
。

　
し
ろ
う
お
と
言
え
ば
、
活
き
た
ま
ま

の
踊
り
食
い
が
有
名
で
す
が
、
こ
れ
は

味
わ
い
と
い
う
よ
り
珍
し
さ
、
好
奇
心

を
く
す
ぐ
る
食
べ
方
。
地
元
で
は
、
主

に
て
ん
ぷ
ら
、
卵
と
じ
、
茶
碗
蒸
し
な

ど
の
料
理
法
で
食
べ
て
い
ま
す
。

　
特
に
お
薦
め
は
卵
と
じ
。
し
ろ
う
お

を
た
っ
ぷ
り
の
お
湯
で
湯
通
し
し
、
出

し
汁
に
に
ん
じ
ん
や
シ
イ
タ
ケ
な
ど
を

入
れ
、
最
後
に
し
ろ
う
お
を
入
れ
、
沸

騰
し
た
と
こ
ろ
に
溶
き
卵
を
落
と
し
、

蓋
を
し
て
蒸
ら
す
。

　
３
月
に
入
る
と
、
萩
市
内
の
主
な
料

理
屋
で
早
春
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
し
ろ

う
お
が
登
場
し
て
き
ま
す
。
ま
た
漁
の

多
い
時
期
に
は
、
道
の
駅
・
萩
し
ー
ま

ー
と
等
で
、
袋
に
酸
素
を
充
填
し
、
活

き
た
ま
ま
の
し
ろ
う
お
を
販
売
し
た

り
、
地
方
発
送
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
し
ろ
う
お
は
ハ
ゼ
の
仲
間
、

し
ら
う
お
は
サ
ケ
の
仲
間

●
お
薦
め
料
理
は
卵
と
じ

専用の道具で中身をきれいに
くりぬく。処理後皮は清水に
漬け込み、アク抜きをする。

▲中身の除去・アク抜き

円筒形の専用型枠で夏蜜柑の
皮に穴を開ける。切り取った
部分は蓋になる。

▲穴空け
アク抜きの済んだ皮を糖蜜で
煮込む。

▲糖蜜で煮込む

夏蜜柑から抽出したエキスを
香料と加えた白羊羹を煮込む。

▲羊羹作り

形崩れしないよう、白羊羹を
充填するため、流し込みは３
人がかりで行う。

▲流し込み

蓋をして表面を整形し、グラ
ニュー糖をまぶす。その後、
半日程度落ち着かせて完成。

▲仕上げ

　今回取材協力頂いた光國
本店より、夏蜜柑丸漬を抽
選で５名様にプレゼント。
　応募は、官製ハガキで〒
758-8555　萩市広報課内
　萩ネットワーク協会プレ
ゼント係まで。締め切りは
３月 31日（消印有効）。
●取材協力／光國本店
〒 758-0034　萩市熊谷町４１
電話　０８３８−２２−０２３９
FAX　０８３８−２２−０２４１
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３
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５
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★プレゼントのお知らせ★



　日本テレビ系の朝の人気番組「ズームインＳ
ＵＰＥＲ」で、萩・見島の鬼揚子が 20 分間に
わたり全国放映されました。
　過疎化・少子化によって失われゆく大凧作り
の伝統を後世に伝えていきたいという想いを、
樋口敏雄さん（71 歳）、克義さん（45 歳）父
子のインタビューや現地見島での大凧制作風景、
お正月の凧揚げ風景を交えて紹介。

　鬼揚子は今から約 1,000 年前、平安時代に朝鮮半島から伝わったとさ
れる大凧。大きいものでは畳 10畳分の大きさ。誕生した子供の成長を祈
る気持ちを込めて、親類縁者が凧作りに集まり、翌年のお正月に大空に
揚げる、見島に伝わる民俗行事。樋口さんはその大凧作りの名人で、雅
号は天竜。半分に折った和紙（左右対称の絵にするため）に親指の爪で
鬼の顔の下絵を刻んでいく独特の手法で、樋口流と呼ばれています。
　昔は誕生する子供の数も多く、毎年 10を越える大凧が正月の空に舞
ったが、最近では過疎と少子化によって、子供の数も減り、樋口さんの
凧作りの機会も減少の一方。そんな折、昨年は見島の出身者（島外在住）
の２家族（岩崎家・中

なかいえ
家家）に子供が誕生、樋口さんに久々の大凧作り

の依頼が。克義さんと一緒に大凧作りに取り組むことになる。
　克義さんも、技術的にはまだまだ父の敏雄さんには追いつけないもの
の、何とかこの伝統を守っていかなければとの想いを打ち明けます。そし
て今年のお正月、あいにくの強風の中、心配気に空を見上げる父子の上に、
見事に二つの大凧が、空高く舞い上がりました。

　放送終了後、克義さんにお話を伺いました。
　「これまで私が大工、父が農業、とお互いちがう職業のため、また父の存
在があまりにも大きくプレッシャーがあることから、家で一緒に凧を作った
りということはありませんでした。父が家にいることが多くなった今、ち
ょうどいいタイミングかなぁと思い、教えてもらうことにしました。
　父が元気なうちは頑張ってもらいたい。それが、父の生きがいになると
思う。そして、父がもうできないというときには、私をはじめ、みんなで
引き継いでいけたらと思う。鬼楊子作りは、樋口家だけではなく、見島全
部で残していかなければならない伝統だと思います」

▲今年の鬼ようず作り（岩崎家）

◀大凧作りの名人　樋口敏雄さん
（テレビ画面から）

名人の長男、樋口克義さん▶

離島の大凧・鬼楊子
見島の樋口敏雄・克義さん父子

▲準備が整い、風を待つ

▲空にあがる鬼揚子（見島八町八反）

〜伝統を受け継ぐ父子の想い〜

日本テレビ系で全国放映



　
現
在
、
阿
武
郡
の
川
上
村
と
阿
東
町

に
ま
た
が
る
長
門
峡
が
、
来
年
は
合
併

す
る
広
域
萩
市
の
エ
リ
ア
に
入
り
、
こ

れ
ま
で
萩
市
の
長
門
峡
と
言
え
な
か
っ

た
の
が
、
萩
の
長
門
峡
と
し
て
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
し
か
も
長
門
峡
を

生
み
出
し
た
の
が
萩
出
身
の
高
島
北
海

と
あ
れ
ば
、
萩
の
か
か
わ
り
は
深
く
、

泉
下
で
北
海
も
さ
ぞ
喜
ぶ
こ
と
だ
ろ
う
。

　
そ
ん
な
動
き
を
背
景
に
高
島
北
海
と

長
門
峡
の
こ
と
に
つ
い
て
、
１
月
に
テ

レ
ビ
番
組
を
制
作
し
た
関
係
で
、
小
文

の
依
頼
を
受
け
、
浅
学
も
は
ば
か
ら
ず

北
海
の
こ
と
を
紹
介
し
た
い
。

　
さ
て
萩
市
役
所
の
１
階
ロ
ビ
ー
壁
面

に
、
萩
市
名
誉
市
民
で
文
化
勲
章
の
松

林
桂
月
の
ダ
イ
ダ
イ
の
絵
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
桂
月
は
大
正
・
昭
和
に
活
躍

し
た
南
宗
画
の
画
家
で
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
同
じ
南
宗
画
家
だ
っ
た

高
島
北
海
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
。
北
海
が
26
歳
も
年
長
で

２
人
が
活
躍
し
た
時
代
が
離
れ
過
ぎ
て

い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
高
島
北
海
は
文
化
勲
章

に
縁
は
な
か
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
文
部

省
か
ら
オ
フ
ィ
シ
ェ
・
ダ
カ
デ
ミ
ー
章

（
教
育
功
労
勲
章
）
を
授
与
さ
れ
て
い

る
。
明
治
21
年
、38
歳
の
と
き
で
あ
る
。

　
北
海
は
明
治
17
年
４
月
、
明
治
新
政

府
の
農
商
務
省
官
吏
と
し
て
英
国
の
エ

ジ
ン
バ
ラ
で
開
催
さ
れ
た
万
国
森
林
博

覧
会
に
山
林
局
長
に
随
行
。
そ
の
あ
と

仏
、
伊
、
墺
、
独
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
等
の
山
々
に
登
っ
て
山

林
事
情
を
調
査
、
同
時
に
山
岳
ス
ケ
ッ

チ
を
行
っ
た
。そ
し
て
明
治
18
年
４
月
、

そ
の
ま
ま
３
か
年
に
わ
た
り
フ
ラ
ン
ス

北
東
部
の
旧
ロ
レ
ー
ヌ
公
国
の
首
都
ナ

ン
シ
ー
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
国
立
森
林
高

等
学
校
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
昨
年
10
月
、
萩
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
お
も
て
な
し
大
賞
表
彰
式
の
記

念
講
演
講
師
に
招
い
た
芥
川
賞
作
家
・

高
樹
の
ぶ
子
さ
ん
を
小
郡
ま
で
迎
え
に

行
っ
た
折
、
高
樹
さ
ん
が
「
ナ
ン
シ
ー

か
ら
帰
っ
た
ば
か
り
、
実
は
萩
出
身
の

高
島
北
海
を
小
説
に
す
る
つ
も
り
、
明

治
の
男
の
す
ば
ら
し
さ
を
謳
い
た
い
」

と
話
し
て
く
れ
た
。

　
実
を
言
う
と
、
先
の
高
島
北
海
の
番

組
は
、
こ
の
高
樹
さ
ん
の
話
し
に
誘
発

さ
れ
た
企
画
で
、
高
島
北
海
と
長
門
峡

に
テ
ー
マ
を
し
ぼ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
高

樹
さ
ん
の
小
説
は
、
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
と

い
う
ロ
ー
マ
字
題
名
で
文
芸
誌
新
潮
２

月
号
か
ら
の
１
年
間
連
載
。

長
門
峡
生
み
の
親　
高
島
北
海
①

合
併
す
れ
ば「
萩
市
の
長
門
峡
」

と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

◀
萩
市
江
向
に
あ
る
誕
生
地

　

先
日
読
ん
だ
３
月
号
の
第
２
回
目

は
、
ナ
ン
シ
ー
留
学
の
北
海
が
下
宿
先

の
ロ
レ
ー
ヌ
娘
に
迎
え
ら
れ
る
く
だ

り
。ナ
ン
シ
ー
は
パ
リ
か
ら
３
０
８
㎞
、

ト
ル
コ
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
行
く
オ

リ
エ
ン
ト
急
行
の
停
車
駅
で
も
あ
る
と

か
、
お
も
し
ろ
そ
う
な
小
説
展
開
と
な

っ
て
い
る
。

高
島
北
海

（
１
８
５
０
〜
１
９
３
１
）

写
真
は
ナ
ン
シ
ー
留
学
時
代
、

35
歳
頃

▶
現
在
の
長
門
峡

▶
新
潮
３
月
号
の
高
樹
の
ぶ
子
著

「
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」

　
萩
市
江
向
の
自
動
車
学
校
前
通
り
の

民
家
の
玄
関
脇
に
萩
ユ
ネ
ス
コ
協
会
が

建
て
た
北
海
誕
生
地
の
石
碑
が
ひ
っ
そ

り
と
立
っ
て
い
る
。

　
北
海
は
萩
藩
の
藩
医
・
高
島
良
台
の

二
男
で
本
名
得
三
。
幼
少
か
ら
父
に
絵

を
教
え
ら
れ
て
非
凡
な
才
能
を
示
し
て

い
た
。
青
年
時
代
に
は
藩
校
明
倫
館
に

学
び
学
友
に
は
乃
木
希
典
大
将
ら
が
い

た
。

　
北
海
は
22
歳
の
と
き
兵
庫
県
の
生
野

銀
山
に
就
職
、
フ
ラ
ン
ス
人
技
師
コ
ワ

ニ
エ
か
ら
フ
ラ
ン
ス
語
と
地
質
学
を
学

ん
だ
。
後
年
コ
ワ
ニ
エ
に
学
ん
だ
こ
と

が
フ
ラ
ン
ス
留
学
に
つ
な
が
り
、
異
色

の
技
術
官
吏
と
し
て
内
務
省
地
理
局
測

量
課
に
移
り
、
富
士
登
山
記
録
に
水
彩

画
を
挿
入
し
た
り
、
全
国
で
は
じ
め
て

の
山
口
県
地
質
図
説
を
ま
と
め
る
。

　
31
歳
で
は
長
崎
、
和
歌
山
、
青
森
な

ど
全
国
24
県
の
官
有
林
調
査
に
あ
た

り
、
農
商
務
省
山
林
局
勤
務
と
な
り
、

や
が
て
海
外
出
張
、
留
学
へ
。

　

北
海
は
南
宗
画
で
は
一
匹
狼
、
師

を
持
た
な
い
独
自
の
哲
学
を
持
つ
。

「
普あ
ま
ね
く
物
体
を
写
生
す
る
。
地
質
学
、

動
物
学
、
植
物
学
の
書
を
読
み
天
然
物

の
状
態
性
質
を
察
知
す
る
。
物
理
学
の

大
意
を
知
る
。詩
歌
の
書
を
読
む
。時
々

旅
行
を
す
る
」
な
ど
美
の
感
覚
を
養
う

肝
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
訴
え
る
。

　
北
海
が
森
林
高
等
学
校
留
学
中
、
こ

う
し
た
画
論
を
基
本
に
、
ナ
ン
シ
ー
の

芸
術
家
と
交
流
、
フ
ラ
ン
ス
東
部
美
術

展
に
水
墨
画
を
出
品
、
パ
リ
装
飾
美
術

館
長
の
依
頼
を
受
け
水
墨
画
10
幅
を
描

い
て
寄
贈
、
ガ
ラ
ス
工
芸
装
飾
デ
ザ
イ

ン
の
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ボ
ー
運
動
に
多
大

の
影
響
を
与
え
た
と
い
う
。
教
育
功
労

勲
章
を
受
け
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の

は
、
フ
ラ
ン
ス
東
部
園
芸
博
覧
会
の
審

査
官
と
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
た
め

に
水
墨
画
12
幅
を
描
い
た
こ
と
な
ど
が

評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

北
海
は
49
歳
で
農
商
務
省
を
辞
め
、

１
年
ほ
ど
山
口
県
立
豊
浦
中
学
校
図
画

科
教
授
を
勤
め
た
が
、
52
歳
か
ら
画
筆

を
も
っ
て
世
に
立
つ
こ
と
を
決
め
上
京

す
る
。
文
部
省
美
術
展
の
審
査
委
員
と

し
て
文
展
で
活
躍
、
そ
の
後
日
本
美
術

協
会
展
に
も
審
査
員
と
し
て
数
々
出

品
、
そ
の
地
位
を
固
め
て
行
く
。

（
つ
づ
く
）

　
　
萩
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱

制
作
部
顧
問　
中
津
嘉
和



　
萩
は
父
親
の
ふ
る
さ
と
で
、
父
母
の

墓
の
お
守
り
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

お
寺
が
あ
り
ま
す
。

　
萩
に
帰
る
た
び
に
、
こ
れ
か
ら
の
世

紀
を
「
観
光
」
で
生
き
抜
い
て
い
く
の

は
、
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

が
「
何
と
か
今
萩
が
持
っ
て
い
る
味
を

失
く
さ
な
い
で
欲
し
い
」
と
祈
る
よ
う

な
気
持
ち
に
な
り
ま
す

　
都
会
の
生
活
は
こ
れ
か
ら
も
厳
し
さ

を
増
し
、
人
は
生
活
に
追
わ
れ
て
、
人

間
ら
し
い
余
裕
が
今
日
以
上
に
失
く
な

っ
て
行
く
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
一
方
で

は
、
本
物
と
ニ
セ
モ
ノ
を
見
分
け
る
こ

と
の
で
き
る
眼
と
い
う
か
、
厳
し
さ
が

育
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
甘
い
考
え

で
は
観
光
が
や
っ
て
い
け
な
く
な
る
日

が
来
る
の
を
、
西
欧
の
観
光
地
を
見
る

と
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
す
。

　
訪
問
客
に
媚
び
な
い
こ
と
が
大
事
で

し
ょ
う
。
京
都
の
よ
う
に
猥
雑
な
と
こ

ろ
で
満
足
す
る
観
光
客
を
、
萩
に
呼
び

こ
む
必
要
は
な
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
倉
敷
や
川
越
な
ど
観
光
地
と
し
て

人
工
の
「
む
か
し
」
で
人
を
呼
ぶ
こ
と

は
続
か
な
い
し
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
な

ど
で
人
寄
せ
を
考
え
る
な
ど
、
大
衆
を

な
め
て
い
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
こ
う

し
た
最
近
で
き
た
「
作
り
物
の
観
光
」

で
人
が
永
遠
に
来
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と

考
え
、
企
画
を
立
て
た
経
営
者
は
落
伍

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

翻
っ
て
都
会
の
人
々
の
暮
ら
し
は
、

こ
れ
か
ら
も
っ
と
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な

い
と
思
い
ま
す
。
か
つ
て
の
よ
う
に
賃

金
も
、
欲
望
を
叶
え
て
く
れ
る
程
に
は

上
昇
し
な
い
で
し
ょ
う
。
年
金
だ
っ
て

思
っ
た
程
は
あ
り
ま
せ
ん
。
結
婚
す
ら

考
え
ず
、
自
分
の
暮
ら
し
を
支
え
る
の

に
精
一
杯
の
若
者
が
増
え
て
い
る
と
の

報
告
が
あ
り
ま
す
。

　

た
ま
に
朝
の
満
員
電
車
に
乗
る
と
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
こ
ん
な
の
に
乗
っ

て
毎
日
仕
事
に
通
う
な
ん
て
人
間
じ
ゃ

な
い
と
、
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。
ま
さ

に
外
国
人
の
言
う
家
畜
以
下
の
扱
い
を

受
け
る
異
常
な
状
態
で
す
か
ら
、
暗
く

沈
ん
だ
気
持
ち
に
襲
わ
れ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
こ
こ
で
育
っ
た
多
く
の
若
い
人

た
ち
は
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と
、
肌
の

擦
れ
合
わ
ん
ば
か
り
の
車
内
で
、
通
学

し
、
遊
び
に
行
き
、
そ
れ
が
暮
ら
し
の

一
部
で
す
か
ら
妥
協
し
て
生
き
て
ゆ
け

る
の
で
し
ょ
う
。

　
そ
ん
な
彼
ら
に
と
っ
て
、
本
物
の
町

と
歴
史
に
触
れ
て
、
積
も
り
に
積
も
っ

て
爆
発
し
そ
う
な
心
の
平
安
を
得
た

い
、
ま
た
、
金
を
か
け
て
一
年
に
一
度

で
も
い
い
か
ら
、
本
当
に
人
間
が
住
ん

で
、
壊
さ
ず
に
蓄
え
て
き
た
文
化
の
あ

る
町
に
行
っ
て
み
た
い
、
と
思
う
日
が

来
る
と
思
い
ま
す
。
と
っ
つ
き
に
く
い

け
れ
ど
、
一
皮
む
け
ば
、
そ
こ
に
は
、

都
会
に
は
な
い
味
を
持
っ
た
人
が
生
活

し
て
い
る
町
、
そ
れ
が
萩
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
萩
に
い
る
と
そ
れ
ほ
ど
の
実
感
は
な

い
が
、
都
会
に
い
る
と
自
分
の
ふ
る
さ

と
が
萩
に
あ
る
と
い
う
の
は
、
誇
ら
し

く
、
ま
た
う
れ
し
い
こ
と
だ
。
萩
を
こ

れ
ま
で
、
保
っ
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ん
に
感
謝
し
た
い
気
持
ち
が
湧
い
て

く
る
。
ど
う
か
、
も
っ
と
自
信
を
も
っ

て
、
今
の
萩
を
見
に
来
て
も
ら
う
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
東
京
都
小
金
井
市
在
住　
58
歳
）

　
30
代
の
こ
ろ
、
米
国
の
電
気
化
学
系

上
場
会
社
の
日
本
子
会
社
の
社
長
に
就

任
、
40
代
で
ド
イ
ツ
系
日
本
支
社
の
経

営
を
買
い
取
り
、
そ
れ
を
土
台
に
し
て

今
で
は
欧
米
５
社
の
日
本
に
お
け
る
代

理
人
を
し
て
い
る
。
海
外
に
出
か
け
る

こ
と
が
多
く
、
苦
労
も
経
験
し
て
い
る

が
、
そ
れ
以
上
に
人
生
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

会
員
か
ら
の
お
便
り

め
ー
る
ぼ
っ
く
す

■
野
坂
宗む
ね
み
ち伯

都
会
人
の

ふ
る
さ
と
萩

　
イ
ギ
リ
ス
の
旅
行
会
社
Ａ
Ａ
社
発
行

の
「
Ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ａ
ｌ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
」
は
、
日
本
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
紹

介
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
、
内
容
は
イ

ギ
リ
ス
人
が
行
っ
て
み
た
い
観
光
ス
ポ

ッ
ト
ト
ッ
プ
10
の
食
事
処
、
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
を
詳
し
く
解
説
し
て
い
ま
す
。
Ａ

Ａ
社
は
、
日
本
で
言
え
ば
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
よ

う
な
大
手
の
旅
行
会
社
で
す
。

　

第
１
位
は
「
富
士
山
」
で
、
第
２

位
に
は
「
萩
」
が
、
鎌
倉
や
東
大
寺

な
ど
を
押
さ
え
て
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て

い
ま
す
。
こ
の
本
は
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク

サ
イ
ズ
、
１
２
８
ペ
ー
ジ
で
価
格
は

１
０
０
０
円
程
度
、
ネ
ッ
ト
販
売
で
購

入
で
き
ま
す
。

ラ
ン
キ
ン
グ

１　
富
士
山

２　
萩

３　
広
島

４　
西
表
島

５　
鎌
倉

６　
金
沢

７　
金
閣
寺

８　
宮
島

９　
東
大
寺

10　
築
地
魚
市
場

萩
の
記
述
（
概
要
）　

穏
や
か
で
小
さ

な
町
で
あ
り
な
が
ら
、
幕
末
か
ら
明
治

維
新
へ
と
多
く
の
逸
材
を
輩
出
し
、
時

代
の
変
革
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
萩

市
。
討
幕
運
動
の
先
駆
者
、
吉
田
松
陰

の
紹
介
か
ら
始
ま
り
、
萩
の
名
所
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
裕
福
な
町
人
を
祖
先
に

持
つ
菊
屋
家
住
宅
、
石
井
茶
碗
美
術
館

な
ど
が
あ
る
白
壁
の
美
し
い
萩
城
城
下

町
を
紹
介
。
そ
の
ほ
か
、
屏
風
類
や
茶

道
具
な
ど
を
収
蔵
品
に
持
つ
熊
谷
美
術

館
や
、
毎
年
８
月
15
日
に
は
５
０
０
基

あ
ま
り
の
灯
篭
に
ろ
う
そ
く
の
火
が
灯

さ
れ
る
萩
・
万
灯
会
で
有
名
な
、
毛
利

の
菩
提
寺
と
し
て
知
ら
れ
る
東
光
寺
が

紹
介
。
写
真
に
は
武
家
屋
敷
や
、
東
光

寺
が
カ
ラ
ー
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
人
が
行
っ
て
み
た
い
日
本
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
萩
」
が
第
２
位
に

「Essential JAPAN」　この情報
は野坂宗伯さん（上記参照）か
ら提供していただきました。「萩
の宿　常茂恵」（萩市土原）では、
この本のコピーを配っています。



　
末
っ
子
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
15
歳

の
春
、
萩
第
一
中
学
を
卒
業
し
て
、
集

団
就
職
で
大
阪
に
出
ま
し
た
。
大
阪
天

王
寺
の
寿
司
屋
な
ど
で
約
12
年
間
、
寿

司
職
人
と
し
て
の
修
行
を
積
ん
で
、
27

歳
で
今
の
店
「
萩
鮨
」
を
開
業
し
ま
し
た
。

　
生
ま
れ
は
萩
の
川
島
、
両
親
は
魚
屋

（
当
時
の
屋
号
は
河
忠
）
で
、
幼
い
頃

か
ら
仕
入
用
の
オ
ー
ト
三
輪
に
乗
せ
て

も
ら
っ
て
、
一
緒
に
市
場
に
出
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
魚
介
類
は
非
常

に
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
。
そ
し

て
、
親
戚
に
板
前
さ
ん
が
い
て
、
こ
れ

も
小
学
校
の
頃
だ
と
思
う
の
で
す
が
、

目
の
前
で
『
か
つ
ら
剥
き
』
の
見
事
な

包
丁
さ
ば
き
を
観
て
感
動
し
た
こ
と
、

さ
ら
に
と
に
か
く
自
分
の
力
で
商
売
が

し
た
か
っ
た
、
そ
ん
な
思
い
が
寿
司
職

人
の
道
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
だ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
今
の
店
を
構
え
て
も
う
す
ぐ
30
年
に

な
り
ま
す
が
、
本
店
が
カ
ウ
ン
タ
ー
14

席
、
テ
ー
ブ
ル
席
が
２
つ
、
座
敷
が
２

つ
、
そ
し
て
向
か
い
の
別
館
は
60
人
の

座
敷
と
個
室
が
２
つ
、
寿
司
屋
と
し
て

は
比
較
的
大
き
な
規
模
、
お
蔭
様
で
順

調
に
商
い
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

仕
入
れ
は
大
阪
の
鶴
橋
市
場
。
毎
日
午

前
５
時
、
自
分
自
身
で
市
場
に
出
か
け

て
、
天
然
物
の
魚
貝
を
吟
味
し
て
仕
入

れ
て
い
ま
す
。
萩
出
身
で
関
西
地
区
に

住
ん
で
お
ら
れ
る
方
も
沢
山
お
越
し
に

な
ら
れ
ま
す
が
、
共
通
の
故
郷
「
萩
」

の
懐
か
し
い
話
で
盛
り
上
が
っ
た
り
し

ま
す
。
御お
み
や
げ
土
産
に
は
焼
き
ぬ
き
蒲
鉾
な

ど
萩
名
産
を
お
渡
し
し
た
り
し
て
、
結

　
萩
市
出
身
で
、
姉
妹
都
市
の
静
岡
県

下
田
市
在
住
の
厚
東
満
さ
ん
（
静
岡
県

下
田
土
木
事
務
所
勤
務
）
か
ら
カ
ワ
ヅ

ザ
ク
ラ
45
本
が
寄
贈
さ
れ
、２
月
９
日
、

道
の
駅
萩
し
ー
ま
ー
と
横
の
親
水
公
園

で
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

厚
東
さ
ん
は
昨
年
も
10
本
寄
贈
さ

萩の店・人
大阪高石市  寿司屋「萩鮨

すし
」

　 萩出身の河村進さん

店のある高石市東羽衣は大阪
梅田から地下鉄、南海電鉄を乗
り継いで約 30分、羽衣駅下車
すぐ

◀
萩
鮨
の
店
内

構
喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
自
身
も
一
年
に
１
〜
２
回
萩
に

帰
り
ま
す
が
、
や
は
り
何
年
た
っ
て
も

故
郷
と
い
う
の
は
良
い
も
の
で
す
。
川

上
村
の
方
か
ら
山
を
越
え
て
、
指
月
山

が
見
え
て
く
る
と
、「
あ
ぁ
〜
、
帰
っ

て
き
た
な
ぁ
」
と
何
と
も
言
え
な
い
懐

か
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
昨
年
か

ら
、
高
校
を
卒
業
し
た
息
子
が
店
で
修

行
を
始
め
ま
し
た
。
一
人
前
に
な
る
の

に
あ
と
５
〜
６
年
は
か
か
る
で
し
ょ
う

が
、
将
来
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。（
談
）

■
「
萩
鮨
」
河
村
進
氏
（
萩
市
川
島
出

身　
萩
第
一
中
学
卒　
56
歳
）

大
阪
府
高
石
市
東
羽
衣
３
│
８
│
１

０
７
２
２・６
４・１
１
１
１
（
Ｆ
Ａ
Ｘ

兼
用
）

ネタは旬の天然物に
こだわっています

れ
、
こ
れ
ら
も
親
水
公
園
に
植
樹
さ
れ

て
い
ま
す
（
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
52
号　

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
で
紹
介
）。

　
「
定
年
ま
で
残
り
３
年
、
そ
れ
ま
で

に
１
０
０
本
は
贈
り
た
い
で
す
。
微
力

な
が
ら
故
郷
に
恩
返
し
が
で
き
て
う

れ
し
い
。
今
年
は
萩
は
開
府
４
０
０

年
、
下
田
は
開
港
１
５
０
周
年
と
そ
れ

ぞ
れ
が
節
目
の
年
で
す
。
下
田
は
開
港

１
５
０
年
を
記
念
し
て
、
港
を
望
む
海

岸
に
『
海
遊
公
園
』
が
完
成
し
、
松
陰

先
生
が
伝
馬
船
で
出
よ
う
と
さ
れ
た
遊

歩
道
が
『
松
陰
の
小こ
み
ち径
』
と
命
名
さ
れ

ま
す
。
海
沿
い
の
景
色
が
良
い
公
園
で

す
の
で
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
」

下
田
市
の
厚
東
さ
ん
が
カ
ワ
ヅ
ザ
ク
ラ
45
本
を
寄
贈

と
笑
顔
で
語
り
ま
し

た
。

　
カ
ワ
ヅ
ザ
ク
ラ
は

静
岡
県
河
津
町
で
昭

和
30
年
に
見
つ
か
っ

た
珍
し
い
品
種
で
、

２
月
頃
か
ら
ピ
ン
ク

色
の
花
が
約
１
か
月

間
咲
き
つ
づ
け
ま

す
。

　
昨
年
植
樹
し
た
10

本
は
早
く
も
開
花
し

て
お
り
、近
い
将
来
、

親
水
公
園
は
カ
ワ
ヅ

ザ
ク
ラ
の
名
所
と
し

て
、
萩
市
の
新
た
な

観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な

る
は
ず
で
す
。

２
月
下
旬
に
は
カ
ワ
ヅ
ザ
ク
ラ
の
花
が

咲
き
始
め
ま
し
た
（
親
水
公
園
）



　
長
嶺
貴
裕
君
（
法
政
大
４
年
、
阿
武

町
出
身
、
萩
高
卒
）
は
第
80
回
箱
根
駅

伝
（
１
月
２
日
、
３
日
）
で
最
長
区
間

２
区
（
23
㎞
）
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
長
嶺
選
手
は
、
８
位
で
た
す
き
を
受

け
、
９
位
で
３
区
の
ラ
ン
ナ
ー
に
た
す

き
を
渡
し
、
チ
ー
ム
の
総
合
４
位
の
成

績
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
就
職
し
、
競

技
を
続
け
る
予
定
。
今
後
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
（
東
大
阪
市
）
で

開
催
さ
れ
た
全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
で
、
２
年
連
続
９
回
目

の
出
場
と
な
る
萩
工
業
高
校
ラ
グ
ビ
ー

部
は
、
初
の
３
回
戦
進
出
（
ベ
ス
ト

16
）
を
果
た
し
ま
し
た
。

法
政
キ
ャ
プ
テ
ン
長
嶺
君
、
最
後
の
箱
根
を
力
走
！

高
校
ラ
グ
ビ
ー　
萩
工
、
初
の
ベ
ス
ト
16
進
出
！

３回戦　対東海大迎星、１月１日）

　
１
回
戦
（
12
月
28
日
）
の
鶴
来
高
校

（
石
川
県
）
戦
を
快
勝
（
45
︱
７
）
し

た
萩
工
は
、
続
く
２
回
戦
（
30
日
）
の

関
西
学
院
（
兵
庫
県
）
戦
も
６
ト
ラ
イ

を
奪
っ
て
快
勝（
41
︱
15
）し
ま
し
た
。

　
こ
の
２
回
戦
は
「
今
年
の
ベ
ス
ト
ゲ

ー
ム
が
で
き
た
」
と
田
村
監
督
も
評
価

し
、「
２
つ
勝
っ
て
正
月
を
花
園
で
迎

え
よ
う
」
と
い
う
大
会
前
の
目
標
を
最

高
の
形
で
達
成
し
ま
し
た
。

　
３
回
戦
（
１
月
１
日
）
で
は
Ａ
シ
ー

ド
校
の
東
海
大
仰
星
（
大
阪
第
２
）
に

敗
れ
（
０
︱
62
）、
ベ
ス
ト
８
進
出
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
萩
工
は
昨
年
も

２
回
戦
で
Ａ
シ
ー
ド
校
の
国
学
院
久
我

山
高
校
に
無
得
点
で
敗
れ
て
お
り
、
田

村
監
督
は
「
ラ
グ
ビ
ー
に
番
狂
わ
せ
は

な
い
の
で
、
１
歩
ず
つ
階
段
を
の
ぼ
っ

て
い
く
し
か
な
い
」
と
シ
ー
ド
校
撃
破

と
い
う
新
た
な
目
標
を
誓
い
ま
し
た
。

阿
武
町
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
（
１
月
11
日
）

に
特
別
参
加
し
た
長
嶺
選
手

ィ
ン
ラ
ン
ド
・
デ
ザ
イ
ン
・
オ
ブ
・
ザ
・

イ
ヤ
ー
」
な
ど
数
々
の
賞
を
受
賞
し
、

ヘ
ル
シ
ン
キ
の
市
電
の
デ
ザ
イ
ン
を
手

掛
け
た
。

　
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
は
竹
は
な
い
が
、

そ
の
木
工
デ
ザ
イ
ン
が
世
界
的
に
注
目

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
依
頼
し
た
。
今

世
界
で
注
目
さ
れ
て
い
る
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
と
、
萩
の
竹
を
ミ
ッ
ク
ス

し
て
付
加
価
値
を
付
け
て
売
り
出
し
た

い
」
と
刀
禰
会
頭
。
キ
ャ
ホ
ネ
ン
さ
ん

は
「
竹
は
木
材
に
近
い
。
キ
ッ
チ
ン
用

品
や
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
、
い
ろ
い
ろ
考

え
て
み
た
い
」と
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

　
萩
商
工
会
議
所
で
は
、
平
成
14
年
10

月
に
中
間
法
人
「
萩
の
竹
ブ
ラ
ン
ド
推

進
協
議
会
」
を
発
足
さ
せ
、
竹
材
を
活

か
し
た
商
品
の
研
究
開
発
、
竹
炭
や
竹

製
品
の
普
及
Ｐ
Ｒ
、
販
路
開
拓
な
ど
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
取
組
み
を

「
萩
の
竹
ブ
ラ
ン
ド
」
推
進
に
向
け
て

の
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
と
位
置
づ
け
る
と

と
も
に
、
秋
の
「
竹　
ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
ｓ　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
展
で
、
竹
製
品
の
展

示
、
竹
繊
維
の
布
を
使
っ
た
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
を
行
い
、
萩
の
竹
を
内
外

に
発
信
し
ま
す
。
ま
た
、
関
連
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、「
全
国
竹
と
ん
ぼ
競
技
大

会
」（
10
月
）、「
全
国
竹
の
大
会
」（
11

月
）
が
萩
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

「
萩
の
竹
ブ
ラ
ン
ド
」
を
Ｐ
Ｒ

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で

キャホネン氏と刀禰会頭

　
強
度
、
粘
り
と
も
良
質
と
さ
れ
て
い

る
萩
地
域
の
竹
を
使
っ
た
「
萩
の
竹
ブ

ラ
ン
ド
」
を
推
進
し
て
い
る
萩
商
工
会

議
所
（
刀
禰
勇
会
頭
）
は
、２
月
11
日
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ハ
ン

ヌ
・
キ
ャ
ホ
ネ
ン
さ
ん
（
55
歳
）
と
、

竹
製
品
の
意
匠
開
発
に
つ
い
て
共
同
で

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
合
意
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
10
月
に
東
京
、
11
月
に

萩
市
で
開
催
さ
れ
る
「
竹　
ｍ
ｅ
ｅ
ｔ

ｓ　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
展
に
15
〜
25
点

の
作
品
を
出
展
し
て
も
ら
い
、
そ
の
中

か
ら
順
次
商
品
化
を
図
り
ま
す
。

　
キ
ャ
ホ
ネ
ン
さ
ん
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

を
代
表
す
る
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
、「
フ

　
東
京
指
月
会
と
萩
高
同
期
（
第
13

期
）
卒
業
生
有
志
の
呼
び
か
け
で
、

１
月
22
日
千
代
田
区
で
開
催
さ
れ
、

同
窓
生
な
ど
約
80
人
が
出
席
、
大
臣

就
任
を
祝
福
し
ま
し
た
。
国
会
で
の

公
務
を
終
え
た
大
臣
が
会
場
に
姿
を

見
せ
る
と
、
出
席
者
は
一
斉
に
立
ち

上
が
っ
て
、
拍
手
で
大
臣
就
任
を
祝

い
ま
し
た
。

萩高卒業生が
「河村建夫文部科学大臣
の就任を祝う会」を開催

写真左から三隅田良吉氏（東京指月会会長）、
　　　　　羽毛田信吾氏（宮内庁次長）、
　　　　　河村文部科学大臣



魚
を
突
く
体
験
を
し
て
、
そ
れ
か
ら
海

の
虜
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
中
学
に
な
っ
て
か
ら
は
熱
心
に
ダ
イ

ビ
ン
グ
雑
誌
を
読
み
、
将
来
は
ダ
イ
バ

ー
に
な
り
た
い
と
の
思
い
が
募
る
毎
日

で
し
た
。
高
校
を
卒
業
後
、
沖
縄
の
海

で
ス
ク
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
体
験
、
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
を
獲
得
し
シ

ョ
ッ
プ
を
開
業
す
る
た
め
の
資
金
稼
ぎ

の
た
め
、
丸
４
年
間
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク

の
運
転
手
と
し
て
北
は
北
海
道
、
南
は

鹿
児
島
ま
で
全
国
を
走
り
回
る
生
活
が

続
き
ま
し
た
。
念
願
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
資
格
を
獲
得
し
、
吹
田
市
の
自
宅

を
事
務
所
に
フ
リ
ー
で
ダ
イ
ビ
ン
グ
シ

ョ
ッ
プ
を
開
業
。

　

現
在
の
ク
ラ
ブ
ノ
ア
と
の
出
会
い

は
、
高
校
時
代
の
友
人
が
ク
ラ
ブ
ノ
ア

す
さ
み
（
和
歌
山
県
周す
さ
み
参
見
町
）
に
居

た
こ
と
、
そ
し
て
同
期
の
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
が
ク
ラ
ブ
ノ
ア
牟
岐
（
徳
島
県

　
生
ま
れ
は
東
京
の
下
町
浅
草
、
幼
い

う
ち
に
大
阪
吹
田
市
に
移
り
、
26
歳
に

な
る
ま
で
ず
っ
と
人
口
の
多
い
都
会
で

育
ち
ま
し
た
。
小
学
校
の
頃
、
家
族
で

京
都
北
部
・
丹
後
半
島
の
間た
い
ざ人

に
キ
ャ

ン
プ
に
行
き
、
海
の
美
し
さ
に
感
動
。

初
め
て
水
中
メ
ガ
ネ
を
付
け
て
、
銛
で

ダ
イ
ビ
ン
グ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
を
夢
見
た
の

は
小
学
生
の
頃
か
ら

片
山
佳
久
氏

夢 追 人 夢 追 人 夢 追 人 夢 追 人 
　
昨
年
７
月
に
サ
ー
ビ
ス
開
始
し
た
見
島
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン「
ク
ラ
ブ
ノ
ア
見
島
」の
ダ
イ
ビ
ン
グ
チ
ー
フ（
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）
を
務
め
る
片
山
氏
に
お
話
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。

㈱
萩
み
し
ま
海
洋
開
発
ダ
イ
ビ
ン
グ
チ
ー
フ

▲片山佳久氏。関西人特有の人懐っこい人柄
で、お客さんにも親しまれている

▲いざポイントへ
画面いちばん右がウエット姿の片山氏。クラブノア見島は
通年営業で、２月の寒い時期でも予約が入ってきている

隠
岐
島
か
ら
見
島
へ
、
こ

の
島
に
永
住
し
た
い

牟
岐
町
）
に
務
め
て
い
た
こ
と
。
そ
れ

ら
知
人
の
薦
め
も
あ
っ
て
、
26
歳
で
ク

ラ
ブ
ノ
ア
隠
岐
（
島
根
県
隠
岐
島
）
に

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
入
社
。
２

年
間
、
隠
岐
の
海
を
沢
山
の
ダ
イ
バ
ー

に
案
内
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
昨
年
３
月
、
テ
ス
ト
ダ
イ
ビ

ン
グ
（
潜
水
調
査
）
で
見
島
入
り
。
３

月
の
シ
ケ
状
態
の
海
で
し
た
が
、
魚
種

が
多
く
魚
影
も
濃
い
見
島
の
海
の
実
力

を
垣
間
見
ま
し
た
。
７
月
２
日
に
見
島

の
チ
ー
フ
と
し
て
着
任
、
家
内
も
一
緒

に
見
島
の
住
民
と
な
り
ま
し
た
。
確
か

に
不
便
な
島
暮
ら
し
で
す
が
、
も
と
も

と
海
が
大
好
き
な
の
で
、
現
在
の
生
活

に
は
満
足
し
て
い
ま
す
。
島
の
人
た
ち

も
大
変
親
切
で
、
島
全
体
が
親
戚
付
き

合
い
の
よ
う
な
感
じ
。
ち
ょ
う
ど
、
島

を
出
て
い
る
息
子
さ
ん
、
娘
さ
ん
の
年

代
と
自
分
達
の
年
代
が
重
な
る
の
か
、

す
ご
く
可
愛
が
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
魚
を
沢
山
い
た
だ
い
た
り
、
朝
起

き
た
ら
家
の
玄
関
に
新
鮮
な
野
菜
が
そ

っ
と
置
い
て
あ
っ
た
り
。
ま
た
今
度
生

れ
て
く
る
子
供
の
た
め
に
、
見
島
伝
統

の
鬼
揚
子
も
い
た
だ
い
た
り
と
・
・
。

　

一
番
感
動
し
た
の
は
夏
の
盆
踊
り
。

都
会
で
は
テ
ー
プ
に
録
音
し
た
お
囃
子

が
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
、
と
い
う
の
が
普

通
で
す
が
、
島
で
は
全
て
ナ
マ
演
奏
、

ま
た
櫓や
ぐ
ら

の
周
り
に
集
ま
っ
て
い
る

人
々
も
皆
顔
馴
染
み
。
何
か
、
す
ご
く

人
間
ら
し
い
暮
ら
し
を
し
て
い
る
実
感

が
あ
り
、「
永
住
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ

が
自
然
に
頭
の
中
に
浮
か
ん
で
き
ま
し

た
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
見
島
在
住　
30
歳　
大
阪
府
吹
田
市

出
身　
大
阪
学
院
高
校
卒

平
成
15
年
か
ら
㈱
萩
み
し
ま
海
洋
開
発

（
ク
ラ
ブ
ノ
ア
見
島
）
ダ
イ
ビ
ン
グ
チ

ー
フ　

■
ク
ラ
ブ
ノ
ア
見
島

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
３
８・２
３・５
７
５
７

h
ttp
://w

w
w
3
.o
cn
.n
e
.jp
/

~noah-m
/hotnew

s.htm

ダ
イ
ビ
ン
グ
を
き
っ
か
け

に
島
を
元
気
に
し
た
い

　
日
本
海
側
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
の
見
島
の
実
力
は
格
段
だ
と
思
い
ま

す
。
前
職
の
隠
岐
を
１
０
０
点
と
し
た
ら

見
島
は
３
０
０
〜
４
０
０
点
、
と
に
か
く

魚
影
が
濃
く
、
幻
の
魚
と
言
わ
れ
る
１
ｍ

を
超
え
る
「
ク
エ
」
が
一
か
所
に
10
匹
も

い
ま
す
し
、
南
方
系
の
「
ウ
メ
イ
ロ
」
な

ど
の
群
れ
も
い
ま
す
。
と
に
か
く
見
島
は

「
面
白
い
海
」
で
す
。
昨
年
は
試
行
期
間

と
い
う
こ
と
で
延
べ
３
２
０
人
の
お
客
さ

ん
で
し
た
が
、
平
成
16
年
度
の
シ
ー
ズ
ン

は
最
低
１
０
０
０
人
を
ク
リ
ア
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
沢
山
の
ダ
イ
バ
ー
に
見
島
に
来
て
頂

き
、
見
島
の
海
を
楽
し
み
、
そ
し
て
ガ

イ
ド
船
の
漁
師
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る

島
の
人
た
ち
と
交
流
し
て
も
ら
う
。
都

（
30
歳　
大
阪
府
出
身　
見
島
在
住
）

市
部
の
若
い
人
た
ち
と
島
の
人
た
ち
が

交
流
す
る
こ
と
で
、
島
民
も
刺
激
を
受

け
、
そ
し
て
自
分
の
住
む
島
に
自
信
を

も
っ
て
、
気
持
ち
が
元
気
に
な
る
。
も

ち
ろ
ん
島
に
お
金
も
落
ち
る
の
で
経
済

的
な
効
果
も
あ
り
ま
す
。
ダ
イ
ビ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
と
い
う
仕
事
を
通
し
て
、
都

市
部
と
島
を
つ
な
ぐ
、
そ
し
て
島
の

人
々
を
元
気
に
す
る
役
割
が
果
た
せ
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
談
）



山
口
県
立
萩
美
術
館・
浦
上
記
念
館
だ
よ
り

萩　芸術・文芸の広場

上
も
の
土
の
塊
を
、
木
の
棒
で
た
た
い

た
り
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
に
重
し
を
つ

け
、
特
製
の
鋼
の
刀
で
切
り
込
み
を
入

れ
て
作
成
し
ま
し
た
。

　
外
舘
和
子
（
茨
城
県
陶
芸
美
術
館
副

主
任
学
芸
員
）
さ
ん
は
「
耐
え
抜
い
て

立
つ
先
端
の
フ
ォ
ル
ム
は
あ
た
か
も
侍

の
よ
う
に
凛
と
し
て
潔
い
。
忘
れ
か
け

て
い
た
武
士
道
な
る
日
本
的
精
神
を
思

い
起
こ
さ
せ
る
造
形
だ
」
と
評
し
て
い

ま
し
た
。

　

萩
焼
作
家
三
輪
和
彦
さ
ん
（
52
歳
）

の
個
展
「
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｎ
（
花
冠
）」
が

萩
市
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
彩
陶
庵
で
１
月
23

日
か
ら
29
日
ま
で
開
か
れ
、
２
０
０
１

年
か
ら
展
開
し
て
い
る
「
花
冠
」
シ

リ
ー
ズ
の
新
作
20
点
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
花
冠
」
シ
リ
ー
ズ
は
、「
一
輪
の
花

を
大
地
の
一
片
に
」が
作
品
の
テ
ー
マ
。

地
殻
を
え
ぐ
り
獲
っ
た
よ
う
な
荒
々
し

い
切
れ
込
み
が「
大
地
」を
感
じ
さ
せ
、

そ
こ
に
生
け
ら
れ
た
一
輪
の
花
が
命
を

与
え
る
様
子
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

縦
型
花
器
は
一
体
１
０
０
㎏
以
上

の
、
ま
た
、
蓋
物
は
一
体
３
０
０
㎏
以

　萩市の伝統民芸品「小萩人形」を残そうと、元
教諭森重耐子（古萩町　73歳）さんが、作品写真
集「伝承の小萩人形」を出版しました。
　小萩人形は高さ約 10㎝で歌舞伎や民踊などを題
材に、針金を軸にして綿で形を作り上げます。昭
和初期に開発され、一時期は萩の特産品として海
外へ輸出されたことも。森重さんは、小学校教諭
を退職後、多くの作品を残した故柳橋貞子さんに
人形作りを学びました。
　写真集は、自作の人形 77点がカラーで作り方と
ともに紹介。萩の写真家下瀬信雄さんが撮影、編
集を手がけました。代表作「出雲の阿国」、「滝の
白糸」など、かれんで優美な表情をたたえた作品
が収められています。

「
一
輪
の
花
を
大
地
の
一
片
に
」

三
輪
和
彦
個
展
「
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｎ
」

森重耐子さん
作品写真集

「伝承の小萩人形」出版

■
作
品
写
真
集
「
伝
承
の
小
萩
人
形
」

　
縦
17
㎝
、
横
18
㎝
、
84
ペ
ー
ジ
。

定　
価　
１
５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
森
重
耐
子

（
０
８
３
８・２
２・３
２
９
８
）

小
さ
な
御
仏
た
ち
展

12
月
11
日
（
日
）
〜

平
成
17
年
３
月
13
日

初
期
伊
万
里
展

平
成
16
年
度
特
別
展

４
月
３
日
〜
５
月
23
日

　
江
戸
初
期
肥
前
磁
器
の
精
粋
を
、
日

本
海
航
路
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
新

発
見
の
伝
世
品
を
加
え
た
約
１
６
０
件

を
紹
介
。

受
贈
記
念　

浜
村
實

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

４
月
13
日
〜
５
月
23
日

肉
筆
浮
世
絵
名
品
展

５
月
29
日
〜
７
月
19
日

洛
陽
の
夢　

唐
三
彩
展

７
月
24
日
〜
９
月
５
日

「
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ａ
東
西

交
流
の
波
」
展

９
月
11
日
〜
10
月
24
日

　
寄
贈
い
た
だ
い
た
作
品
「
青
花
牡
丹

唐
草
文
鉢
」
を
筆
頭
に
、中
国
、朝
鮮
、

日
本
の
陶
磁
と
日
本
絵
画
の
49
点
を
紹

介
。

　
東
京
・
出
光
美
術
館
所
蔵
、
喜
多
川

歌
麿
の
「
更
衣
美
人
図
」
を
は
じ
め
、

肉
筆
浮
世
絵
の
歴
史
を
見
わ
た
せ
る
作

品
約
１
０
０
点
を
紹
介
。

　
中
国
古
代
陶
磁
の
至
宝
「
唐
三
彩
」。

新
出
土
品
と
河
南
省
内
各
地
の
博
物
館

が
収
蔵
し
て
い
る
名
品
の
中
か
ら
厳
選

し
た
１
１
８
件
を
紹
介
。

　
ゴ
ッ
ホ
唯
一
の
銅
版
画
「
パ
イ
プ
の

男
（
ガ
シ
ェ
博
士
像
）」
を
は
じ
め
、

ゴ
ー
ギ
ャ
ン
、
マ
ネ
、
北
斎
、
広
重
な

ど
の
版
画
作
品
約
２
０
０
点
を
紹
介
。

　
山
東
省
中
北
部
黄
河
下
流
の
平
原
地

帯
に
位
置
す
る
仏
教
寺
院
址
か
ら
出
土

し
た
中
国
南
北
朝
時
代
の
小
金
銅
仏
約

70
件
を
紹
介
。

萩
開
府
４
０
０
年
記

念
陶
芸
展
（
仮
称
）

10
月
30
日
〜
11
月
28
日

今
年
度
の
茶
室

　
和
風
展
示
室
に
藍
染
め
の
第
一
人
者

福
本
潮
子
（
京
都
）
さ
ん
に
よ
る
「
天

空
の
茶
室
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

３
月
６
日
か
ら
平
成
17
年
３
月
27
日
ま

で
展
示
さ
れ
ま
す
。

（
☎
０
８
３
８・２
４・２
４
０
０
）

〜
染
付
と
色
絵
の
誕
生
〜

出
光
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

シ
リ
ー
ズ
山
東
文
物
５



■
画
文
集
出
版
記
念　
内
田
青
虹
展

　
萩
市
出
身
の
画
家　
内
田
青
虹
（
旧

姓
富
田　
萩
高
第
５
期
卒
）
の
新
・
旧

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
３
月
６
日（
土
）〜
11
日（
木
）

と
こ
ろ　
東
京
都
中
央
区　
銀
座
書
廊

（
長
崎
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
Ｆ
３
）

■
Ｆ
ｉ
ｒ
ｓ
ｔ　
Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ａ
ｃ
ｔ
〜

写
真
と
陶
芸
の
可
能
性
〜

　
大
屋
窯
の
濱
中
史
朗
と
写
真
家
佐
竹

卓
也
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
３
月
30
日
（
火
）
〜
４
月
４

日
（
日
）

と
こ
ろ　
東
京
都
中
央
区　
清
月
堂
画

廊■
三
輪
華
子
個
展
「
浄
」

　

萩
焼
作
家
・
三
輪
華
子
に
よ
る

２
０
０
１
年
東
京
で
の
初
個
展
「
妙
」

以
来
２
度
目
の
個
展
。
レ
ー
ザ
ー
光
線

を
用
い
た
陶
と
光
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ

ョ
ン
。
氷
晶
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
造
形
作

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

品
20
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
３
月
10
日（
水
）〜
21
日（
日
）

と
こ
ろ　
東
京
都
中
央
区
銀
座　
フ
ジ

ヰ
画
廊

■
大
阪
指
月
会
総
会

　
大
阪
指
月
会
総
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
４
月
18
日
（
日
）
正
午
〜

と
こ
ろ　
大
阪
府
北
区　
大
阪
弥
生
会

館■
岡
田
裕　
八
代
就
任
披
露
作
陶
展

　
萩
焼
作
家　
岡
田
裕
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
21
日（
金
）〜
29
日（
土
）

と
こ
ろ　

山
形
県
山
形
市
片
谷
地

３
９
９
ー
65　
白　
画
廊

■
大
屋
窯
・
磁
器
展

　
大
屋
窯
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
４
月
24
日
（
土
）
〜
５
月
11

日
（
火
）

と
こ
ろ　

島
根
県
大
田
市
大
森
町
ハ

１
８
３　
石
見
銀
山
群
言
堂

■
ギ
ャ
ラ
リ
ー
草
莽
の
企
画
展

●
春
の
版
画
と
水
彩
画
展

　

大
谷
桂
子
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま

す
。

と　
き　
３
月
18
日（
木
）〜
21
日（
日
）

●
な
に
か
ひ
と
つ
の
か
ら
だ
か
ざ
り

　
西
村
真
紀
の
作
品
、
手
染
め
綿
を
使

っ
た
帽
子
、
手
さ
げ
、
く
び
か
ざ
り
が

展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
４
月
20
日（
火
）〜
25
日（
日
）

と
こ
ろ　
萩
市
土
原　
長
屋
門
珈
琲
カ

フ
ェ
テ
ィ
カ
ル
内
ギ
ャ
ラ
リ
ー
草
莽

（
０
８
３
８・２
６・２
９
３
３
）

■
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
コ
ン
サ
ー
ト

　
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
秋
吉
敏
子
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
す
。

と　
き　
４
月
10
日
（
土
）
午
後
７
時

〜と
こ
ろ　
萩
市
土
原　
喫
茶
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
（
０
８
３
８・２
５・６
５
９
６
）

入
場
料　
７
０
０
０
円

■
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
の
常

設
展
示

●
浮
世
絵
に
描
か
れ
た
中
国

●
朝
鮮
陶
磁
の
展
開

と　
き　
４
月
11
日
（
日
）
ま
で

　
関
東
地
区

　
萩
市
関
係

　
関
西
地
区

■
「
新
撰
組
！
」
Ｆ
Ｍ
ウ
ォ
ー
ク
in
萩

　
４
月
か
ら
半
年
間
、
萩
市
役
所
庁
舎

内
に
ミ
ニ
Ｆ
Ｍ
局
を
開
局
し
、「
新
撰

組
と
志
士
ゆ
か
り
の
地
」
と
題
し
、
新

撰
組
と
萩
の
関
わ
り
、
観
光
情
報
、
大

河
ド
ラ
マ
出
演
者
の
コ
メ
ン
ト
な
ど
、

楽
し
い
情
報
（
毎
月
更
新
）
が
放
送
さ

れ
ま
す
。
ラ
ジ
オ
を
聞
き
な
が
ら
観
光

す
る
こ
と
で
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
見

な
が
ら
の
観
光
と
は
ま
た
違
っ
た
臨
場

感
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

（
４
月
３
日
９
時
〜
14
時
、
萩
市
内
）

　
生
放
送
で
情
報
を
発
信
し
て
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

萩
市
役
所
を
起
点
と
す
る
３
コ
ー
ス
を

町
歩
き
し
て
い
た
だ
き
、
特
産
品
が
当

た
る
抽
選
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
ジ
オ
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

放
送
期
間
中
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
で
は
、

萩
方
面
の
Ｊ
Ｒ
利
用
の
宿
泊
（
萩
を
目

的
地
と
し
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
記
載
の
あ

る
宿
泊
商
品
）を
申
込
ま
れ
た
方
に「
オ

リ
ジ
ナ
ル
ラ
ジ
オ
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
課

（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
９
）

　
東
北
地
区

　
中
国
地
区

　
江
戸
時
代
の
地
図
が
そ
の
ま
ま
使
え

る
城
下
町
「
萩
」
の
町
並
や
風
物
、
そ

し
て
豊
か
な
自
然
を
素
材
に
し
た
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
が
１
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
開
府
４
０
０
年
を
迎
え
た
萩

の
魅
力
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ン
グ
ル
か

ら
再
発
見
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
一
年

を
春
夏
秋
冬
の
４
期
に
分
け
、
四
季
そ

れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
、
数
多
く
の
写
真
愛

好
者
の
構
図
で
切
り
取
っ
て
も
ら
お
う

と
い
う
試
み
で
す
。

　
審
査
員
は
下
瀬
信
雄
氏
（
萩
市
在
住

　
写
真
家
）。

◆
実
施
時
期
（
応
募
締
切
）

第
１
期　
３
月
ま
で
（
５
月
末
日
）

第
２
期　
４
月
〜
６
月
（
８
月
末
日
）

第
３
期　
７
月
〜
９
月
（
11
月
末
日
）

第
４
期　
10
月
〜
12
月
（
平
成
17
年
３

月
末
日
）

◆
応
募
方
法

　
作
品
の
裏
面
に
、
氏
名
、
住
所
、
電

話
番
号
、
画
題
を
記
入
し
た
紙
（
様
式

不
問
）
を
添
付
し
て
郵
送

◆
作
品
規
格

　
カ
ラ
ー
も
し
く
は
モ
ノ
ク
ロ
プ
リ
ン

ト　
４
つ
切
サ
イ
ズ　
デ
ジ
カ
メ
可

◆
賞　
金

グ
ラ
ン
プ
リ　
１
点　
　
５
万
円

特　
選
（
各
期
１
点
）　
３
万
円

入　
選
（
各
期
３
点
）　
１
万
円

特
別
賞
（
各
期
10
点
）　
萩
の
特
産
品

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
５
８
│
０
０
６
１
萩
市
椿

３
５
７
３
︱
３
萩
市
観
光
協

会
「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
係

（
０
８
３
８・２
５・１
７
５
０
）

萩
開
府
４
０
０
年
記
念

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

「
萩
の
四
季
彩
」

▲「天平の彩」

▲「浄」



■
日
野
原
重
明
先
生
講
演
会
「
輝
い
て

生
き
る　
各
年
代
層
の
方
々
へ
」

　
日
野
原
重
明
（
聖
路
加
国
際
病
院
理

事
長
、
日
本
音
楽
療
法
学
会
理
事
長
）

に
よ
る
講
演
会
が
開
か
れ
ま
す
。

と　
き　
４
月
９
日
（
金
）
午
後
７
時

〜と
こ
ろ　
萩
市
江
向　
萩
市
民
館

入
場
料　
１
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ　
萩
発
愛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
０
８
３
８・２
５・３
２
１
５
）
杉
へ

■
萩
城
下
の
古
き
雛
た
ち

　
萩
市
内
に
残
っ
て
い
る
江
戸
か
ら
昭

和
ま
で
の
古
い
雛
人
形
を
多
数
展
示
し

て
い
ま
す
。

と　
き　
４
月
３
日
（
土
）
ま
で

と
こ
ろ　

青
木
周
弼
旧
宅
（
南
古
萩

町
）、
旧
湯
川
家
屋
敷
（
川
島
）、
伊
藤

博
文
別
邸
（
椎
原
）

■
文
芸
誌
「
新
潮
」
連
載

　
高
樹
の
ぶ
子
の
新
連
載
「
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ

Ａ
Ｉ
」
が
掲
載
。
ア
ー
ル
ヌ
ー
ボ
ー
に

影
響
を
与
え
た
萩
出
身
の
画
家
・
高
島

北
海
を
追
う
主
人
公
の
物
語
。

定　
価　
９
５
０
円
（
税
込
）

■
久
保
松
太
郎
日
記　

　

吉
田
松
陰
と
松
下
村
塾
の
同
窓
生

で
、
幕
末
維
新
期
に
行
政
官
と
し
て
手

腕
を
発
揮
し
た
長
州
藩
士
久
保
松
太
郎

（
１
８
３
２
〜
１
８
７
８
）
の
日
記
が

マ
ツ
ノ
書
店
（
周
南
市
）
か
ら
刊
行
。

校
正
の
担
当
は
幕
末
維
新
史
研
究
家
の

一
坂
太
郎
氏
。

定　
価　
１
万
５
０
０
０
円（
消
費
税・

送
料
込
み
）

申
し
込
み　

マ
ツ
ノ
書
店

（
９
８
３
４・２
１・２
１
９
５
）

■
西
日
本
新
聞「
長
州
藩
留
学
生
物
語
」

連
載　

　
幕
末
維
新
史
研
究
家
の
一
坂
太
郎
氏

が
執
筆
。
平
成
15
年
３
月
か
ら
西
日
本

新
聞
で
毎
週
月
曜
日
掲
載
。

■
「
サ
ラ
イ
」
２
０
０
４
年
１
月
15
日

号　
　

特
集
「
北
前
船
の
港
町
を
旅
す
る
」

で
、
萩
市
の
浜
崎
港
が
紹
介
。
萩
の
銘

菓
、
光
國
本
店
の
「
夏
蜜
柑
丸
漬
」
も

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

定　
価　
４
５
０
円

■
直
木
賞
受
賞
作
家
京
極
夏
彦
原
作

「
嗤わ
ら
う
伊
右
衛
門
」
全
国
東
宝
洋
画
系

に
て
上
映
中

　
昨
年
７
月
に
萩
市
堀
内
の
鍵
曲
で
撮

影
が
行
わ
れ
た
。
２
月
７
日
よ
り
全
国

東
宝
洋
画
系
に
て
公
開
中
。

監　
督　
蜷
川
幸
雄

出
演
者　
唐
沢
寿
明
、
小
雪
ほ
か　
　

　
　
　
内　
容　
生
真
面
目
な
伊
右
衛

門
と
、
美
し
さ
が
評
判
だ
っ
た
が
病
の

出
版
情
報

テ
レ
ビ
・
映
画
情
報

　

菅
原
浩
志
監
督
の
最
新
作
「
ほ
た
る

の
星
」
は
萩
市
の
明
倫
小
学
校
ほ
か
、

山
口
県
各
地
で
撮
影
さ
れ
た
感
動
の
実

話
。
昨
年
の
東
京
国
際
映
画
祭
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
部
門
に
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
13
日
に
山
口
県
内
で
先
行
上
映
後
、

６
月
に
全
国
公
開
さ
れ
ま
す
。

　

映
画
「
ほ
た
る
の
星
」
は
、
防
府
市

内
の
小
学
校
で
あ
っ
た
実
話
を
題
材
に
、

ホ
タ
ル
の
飼
育
を
通
し
て
新
任
の
教
師

と
心
を
閉
ざ
し
た
児
童
が
少
し
ず
つ
交

流
を
深
め
い
て
い
く
過
程
を
描
い
た
物

語
。

　

２
月
20
日
、
萩
ツ
イ
ン
シ
ネ
マ
で
試

写
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
菅
原
浩
志
監

督
は
「
世
代
を
越
え
て
見
て
い
た
だ
け

る
作
品
に
な
り
ま
し
た
。
撮
影
に
協
力

し
て
く
だ
さ
っ
た
地
元
萩
の
皆
さ
ん
に

感
謝
し
ま
す
。」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

河
村
建
夫
文
部
科
学
大
臣
「
文
部
科

映画「ほたるの星」
3月 13日から
県内 8映画館で先行上映
「家族で見て欲しい」

菅原浩志監督

学
大
臣
に
な
っ
て
最
初
に
見
た
映
画
が

『
ほ
た
る
の
星
』
で
、
大
変
幸
せ
に
思
っ

て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
の
み
ず
み
ず
し

い
感
性
、
そ
し
て
先
生
方
と
の
ふ
れ
あ

い
を
通
じ
て
成
長
し
て
い
く
姿
が
す
ば

ら
し
い
。
日
本
中
の
皆
さ
ん
に
こ
の
映

画
を
見
て
も
ら
い
た
い
。」（
チ
ラ
シ
よ

り
）

出
演
者　

小
澤
征
悦
、
役
所
広
司
、
樹

木
希
林
、
山
本
未
來

配　
給　
㈱
角
川
大
映
映
画

上
映
時
間　
１
０
１
分

主
題
歌　
「
初
恋
」
唄　
松
浦
亜
弥

上
映
館　

萩
ツ
イ
ン
シ
ネ
マ
・
岩
国
ニ

ュ
ー
セ
ン
ト
ラ
ル・Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｘ
周
南・

テ
ア
ト
ル
徳
山
・
ワ
ー
ナ
ー
マ
イ
カ
ル

防
府
・
山
口
ス
カ
ラ
座
・
シ
ネ
マ
ス
ク

エ
ア
７
（
宇
部
）・
下
関
東
宝

◀
萩
ツ
イ
ン
シ
ネ
マ
で
の
試
写
会

た
め
顔
の
片
側
が
崩
れ
て
し
ま
っ
た
お

岩
。
二
人
を
取
り
巻
く
人
間
た
ち
の
愛

憎
や
狂
気
を
交
え
て
描
く
究
極
の
恋
愛

映
画
。

■
萩
出
身
の
俳
優
・
松
本
実
さ
ん
活
躍

中
　
映
画
「
あ
ず
み
」
に
飛
猿
役
と
し
て

出
演
し
た
、
萩
出
身
の
俳
優
・
松
本

実
（
萩
市
吉
田
町　
29
歳
）
さ
ん
が
今

年
も
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。
出
演
予
定
の
ド
ラ
マ
は
次
の
と
お

り
で
す
。

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
金
曜
時
代
劇
「
御
宿
か
わ
せ

み
」第
２
章・第
２
回「
女
難
剣
難
」（
忠

吉
役
）

出　
演　
高
島
礼
子
、
中
村
橋
之
助
ほ

か放
送
予
定　
４
月
９
日
（
金
）
午
後
９

時
15
分
〜
58
分

放
送
局　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集
ド
ラ
マ
「
シ
ェ
エ
ラ
ザ

ー
ド
」（
柳
井
上
等
兵
役
）

原　
作　
浅
田
次
郎
「
シ
ェ
エ
ラ
ザ
ー

ド
」

出　
演　
反
町
隆
史
、
小
澤
征
悦
、
長

谷
川
京
子
、長
塚
京
三
、仲
村
ト
オ
ル
、

石
田
ゆ
り
子
、
平
幹
二
朗
ほ
か

放
送
予
定　
７
月
（
予
定
）

放
送
局　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合



前
の
通
は
、
天て
ん
ぶ
ん文

12
年
（
１
５
４
３
）
出
雲
国
の
尼
子
軍
と
の
戦

い
で
毛
利
元
就
の
身
代
わ
り
と
な
っ
て
戦
死
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、

元
就
は
毛
利
家
が
続
く
か
ぎ
り
、
渡
辺
の
家
は
見
捨
て
な
い
と
誓

っ
た
と
い
い
ま
す
。
渡
辺
家
は
毛
利
家
に
と
っ
て
は
い
わ
ば
恩
顧

の
家
来
で
、
毎
年
毛
利
家
年
始
の
甲
冑
の
儀
式
に
は
、
渡
辺
家
の

当
主
が
そ
の
役
を
つ
と
め
ま
し
た
。
元
は
慶
安
元
年
（
１
６
４
８
）

11
月
29
日
に
亡
く
な
り
ま
す
が
、
実
子
が
な
く
、
分
家
で
あ
る
弟

の
五
郎
左
衛
門
充
の
嫡
子
を
養
子
と
し
て
相
続
さ
せ
よ
う
と
し
ま

し
た
。
こ
の
当
時
、
当
主
が
重
病
危
篤
と
な
っ
て
死
の
直
前
に
急

に
願
い
出
た
末ま
つ
ご期

養よ
う
し子

は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、「
お
家
断
絶
」
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

渡
辺
家
の
場
合
も
、
当
然
、
末
期
養
子
と
み
な
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
渡
辺
家
は
毛
利
家
に
と
っ
て
は
恩
顧
の
家
来
で
あ
る
の

で
、
承
応
元
年
８
月
28
日
に
元
の
隠
居
領
５
０
０
石
を
合
わ
せ
た

６
０
０
石
を
加
増
す
る
形
で
、
元
の
弟
充
が
渡
辺
の
名
字
の
み
を

相
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
藩
と
し
て
は
、
末
期
養
子
の
掟

を
遵
守
す
る
た
め
に
、
形
式
的
に
渡
辺
本
家
を
断
絶
し
た
の
で
し

た
。
渡
辺
本
家
が
断
絶
し
た
直
後
に
、
大
野
毛
利
家
が
そ
の
上
屋

敷
を
拝
領
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
渡
辺
家
か
ら
大
野
毛
利
家
へ

の
屋
敷
替
え
は
、
渡
辺
本
家
の
断
絶
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
大
野
毛
利
家
が
拝
領
し
た
堀
内
の
上
屋
敷
は
、
中
の
惣
門
北
側

の
角
地
に
あ
り
、
堀
内
本
町
に
南
面
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
上
屋

敷
は
、
藩
に
と
っ
て
は
「
見
付
入
口
」
と
み
な
さ
れ
、
萩
城
三
の

丸
の
入
口
に
あ
た
る
枢
要
の
地
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
上
屋
敷
地
の
南
東
隅
に
置
か
れ
た
隅す
み

矢や
ぐ
ら倉

は
、
ま
さ
に
城
下

と
城
内
と
を
区
切
る
中
の
惣
門
の
出
入
り
を
監
視
す
る
機
能
を
担

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
大
野
毛
利
家
初
代
の
就
頼

は
自
ら
望
ん
で
、
こ
の
上
屋
敷
を
拝
領
し
た
の
で
は
な
く
、「
見
付

入
口
」
ゆ
え
に
藩
主
の
意
向
に
よ
っ
て
こ
の
地
に
配
置
さ
れ
た
と

あ
り
ま
す
。
藩
に
と
っ
て
、
こ
の
上
屋
敷
地
は
萩
城
を
防
衛
・
警

備
す
る
上
で
、
重
要
な
拠
点
で
あ
っ
た
の
で
、
屋
敷
地
の
拝
領
に

あ
た
っ
て
こ
こ
に
誰
を
配
置
す
る
の
か
は
重
要
な
問
題
で
あ
り
、

藩
主
の
意
向
が
強
く
反
映
さ
れ
た
の
で
し
た
。

萩
市
郷
土
博
物
館
長　
樋
口
尚
樹

　
大
野
毛
利
家
は
、
初
代
就な
り
よ
り頼
の
代
の
寛
永
２
年
（
１
６
２
５
）
冬
、

萩
城
下
渡
り
口
（
現
在
、
萩
市
古
ふ
る
は
ぎ
ち
ょ
う

萩
町
）
に
屋
敷
を
拝
領
し
、
岩
国

吉
川
領
の
通つ
づ津

（
現
在
、
岩
国
市
通
津
）
か
ら
萩
へ
移
り
住
ん
だ
と
い

い
ま
す
。
そ
の
後
、
承
じ
ょ
う
お
う
応
元
年
（
１
６
５
２
）
９
月
10
日
、
就
頼
は

渡
辺
太
郎
左
衛
門
元
（
萩
藩
寄よ
り
ぐ
み組

、石
高
１
１
５
４
石
余
）
の
堀
内
（
萩

城
三
の
丸
）
本
町
の
上
屋
敷
（
萩
博
物
館
の
建
設
地
）
を
拝
領
し
、
渡

り
口
の
屋
敷
は
下
屋
敷
と
し
て
遣つ
か

わ
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
当

時
、
大
野
毛
利
家
の
上
屋
敷
地
の
範
囲
は
、
萩
博
物
館
の
建
設
地
全
体

を
占
め
て
い
た
の
で
は
な
く
、
ほ
ぼ
南
側
半
分
の
敷
地
に
あ
た
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。
北
側
半
分
の
敷
地
は
、
屋
敷
地
と
し
て
３
分
割
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。
敷
地
の
一
画
を
大
野
毛
利
家
の
屋
敷
地
と
し
て
拝
領

し
た
の
は
、
３
代
当
主
元
直
の
代
に
あ
た
る
正
し
ょ
う
と
く
徳
４
年
（
１
７
１
４
）

の
こ
と
で
し
た
。

　
萩
博
物
館
の
建
設
地
は
、
最
初
か
ら
大
野
毛
利
家
の
上
屋
敷
地
で
は

な
く
て
、大
野
毛
利
家
が
拝
領
す
る
前
は
渡
辺
家
の
上
屋
敷
地
で
し
た
。

渡
辺
家
は
代
々
毛
利
家
の
譜
代
と
し
て
重
き
を
な
し
、
元
よ
り
５
代

—

大
野
毛
利
家
屋
敷
地
の
変
遷
、
そ
の
一—

新
博
物
館
建
設
地
、

大
野
毛
利
家
と
屋
敷
地
の
変
遷（
３
）▲大野毛利家隅矢倉

（大正 12年（1923）撮影）

　

前
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、
後
世
に
語
り
継
ぐ
べ
き

萩
の
財
産
を
、
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
・
シ
リ
ー
ズ
「
萩
も
の
が
た
り
」
と

し
て
１
年
に
４
冊
の
出
版
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

■
４
月
発
行
（
第
１
回
配
本
）

「
高
杉
晋
作　

１
０
０
問
１
０
０
答
」（
幕
末
維
新
史
研
究
家
・
一
坂

太
郎
氏
）

内　

容　

維
新
の
ヒ
ー
ロ
ー
と
し
て
幅
広
い
年
代
層
に
フ
ァ
ン
の
多

い
高
杉
晋
作
に
つ
い
て
、
一
問
一
答
形
式
で
、
ど
の
ペ
ー
ジ
か
ら
で

も
楽
し
く
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
編
集
。

「
萩
の
椿
」（
萩
市
郷
土
博
物
館
嘱
託
・
吉
松
茂
氏
）

内　
容　
今
ち
ょ
う
ど
見
頃
を
迎
え
た
笠
山
の
椿
群
生
林
を
中
心
に
、

萩
市
内
の
椿
に
つ
い
て
、
そ
の
生
態
や
由
来
、
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
を
交
え
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
巻
末
に
は
群
生
林
の
詳

細
な
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
も
収
録
さ
れ
、
こ
の
本
を
片
手
に
群
生
林
を
散

策
す
る
格
好
の
一
冊
。

仕　
様　
Ａ
５
サ
イ
ズ
。
50
〜
80
ペ
ー
ジ

販
売
定
価　
一
冊
５
０
０
円
〜
８
０
０
円

会
員
特
典　

４
月
と
10
月
発
行
の
計
４
冊
の
定
価
合
計
が
２
０
０
０

円
を
超
え
て
も
、
会
費
２
０
０
０
円
で
郵
送
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

前
号
同
封
の
会
員
申
込
み
ハ
ガ
キ
ま
た

は
官
製
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
（
い
ず
れ
も
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
会
費
支
払
方
法
を
明
記
）
で
申
し
込
み
。
〒
７
５
８
ー

８
５
５
５　

萩
市
江
向
５
１
０　

萩
市
広
報
課
内
萩
も
の
が
た
り
定

期
購
読
受
付
係
（
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
８
３
８・
２
６・
５
４
５
８
、
E
メ
ー

ルstory@
city.hagi.yam

aguchi.jp

）
ま
で

シ
リ
ー
ズ
「
萩
も
の
が
た
り
」

2004 年は萩開府 400 年

定
期
購
読
会
員
募
集
中
!!
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